
商
品
流
通
と
「
着
値
」
遠
隔
地
間
取
引
に
お
け
る
荷
主
の
価
格
計
算
・
損
蕃
理
　
　
　
　
岩
田
浩
太
郎

ロ
力言
身
δ
『
O
o
Φ
言
5
ユ
喝
「
e
田
・
飴
巨
ら
‥
o
霧
＞
6
6
0
旨
】
音
鳴
］
≦
o
夢
o
全
の
d
器
島
ξ
仔
o
O
o
昌
巴
管
o
『
宮
ま
ロ
ぬ
－
告
ω
常
5
8
】
出
の
ぼ
ず
ロ
庄
o
旨
嘗
仔
o
国
全
o
勺
o
ユ
o
全

は
じ
め
に

0
「
着
値
」
の
概
念

②
売買
交
渉
と
「
着
値
」

③
市場
変
動
と
損
益
管
理

おわ
り
に

［論
文
要

旨
］

　本
稿
で
は
、
近
世
荷
主
の
経
営
帳
簿
に
記
載
さ
れ
た
「
着
値
」
の
概
念
に
関
す
る
検
討
を
手
が
か
　
　
　
④
経
営
を
進
展
さ
せ
て
い
た
豪
農
の
場
合
、
紅
花
の
銘
柄
別
・
産
地
別
あ
る
い
は
出
荷
ル
ー
ト
別
に

り
に
、
遠
隔
地
間
取
引
を
お
こ
な
う
荷
主
の
価
格
計
算
・
損
益
管
理
の
方
式
に
つ
い
て
実
証
的
な
考
　
　
　
　
損
益
計
算
を
お
こ
な
い
、
さ
ら
に
は
中
央
　
地
方
（
産
地
）
の
市
場
相
場
変
動
を
ふ
ま
え
な
が
ら
利

察
を
お
こ
な
っ
た
。
従
来
の
研
究
で
は
、
「
着
値
」
の
概
念
や
そ
の
市
場
取
引
に
お
い
て
持
つ
機
能
に
　
　
　
　
益
予
測
を
お
こ
な
い
出
荷
形
態
の
選
択
を
お
こ
な
う
な
ど
の
損
益
管
理
を
展
開
し
て
い
た
。

つ
い
て掘
り
下
げ
た
検
討
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
紅
花
生
産
地
帯
で
あ
る
羽
州
村
山
郡
の
商
人
　
　
　
　
⑤
着
値
に
よ
る
原
価
表
示
・
損
益
計
算
は
村
山
郡
の
み
な
ら
ず
全
国
の
紅
花
荷
主
に
共
通
し
た
方
式

や豪
農
、
京
都
紅
花
屋
の
経
営
文
書
の
分
析
か
ら
、
以
下
の
諸
点
を
あ
き
ら
か
に
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
方
式
は
村
山
郡
の
商
人
や
豪
農
が
実
施
し
た
「
の
こ
ぎ
り
商
い
」
の
帰
り

①着
値
と
は
、
商
品
が
あ
る
地
点
に
到
着
す
る
迄
に
か
か
っ
た
総
経
費
を
実
際
額
面
な
い
し
単
位
あ
　
　
　
　
荷
に
つ
い
て
も
採
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
、
遠
隔
地
間
取
引
に
お
け
る
荷
主
の
原
価
積
算

た
り
原
価
で
示
す
も
の
で
、
流
通
過
程
の
諸
段
階
に
お
い
て
元
値
を
厳
密
に
示
す
概
念
で
あ
っ
た
。
　
　
　
お
よ
び
損
益
記
録
の
方
法
と
し
て
広
く
通
用
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

②着
値
は
、
市
場
に
お
け
る
実
際
の
売
買
交
渉
に
お
い
て
は
荷
主
に
と
っ
て
の
損
益
ラ
イ
ン
を
示
す
　
　
　
　
最
後
に
本
稿
で
お
こ
な
っ
た
考
察
は
、
（
A
）
世
直
し
状
況
論
に
お
い
て
論
点
と
さ
れ
た
豪
農
経
営

単
位
あ
た
り
値
段
と
し
て
機
能
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
発
展
を
め
ぐ
る
「
幕
藩
制
的
市
場
関
係
の
規
定
性
」
の
実
態
的
な
吟
味
、
（
B
）
幕
藩
制
的
市
場
に
お

③荷
主
は
着
値
計
算
を
基
礎
に
そ
れ
に
↓
定
の
利
潤
を
上
乗
せ
し
た
差
値
で
市
場
に
対
す
る
価
格
要
　
　
　
　
け
る
価
格
形
成
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
実
態
的
な
検
討
、
な
ど
の
課
題
の
た
め
の
実
証
的
な
前
提
で
あ
り
、

求
を
お
こ
な
い
、
仕
切
後
は
商
品
個
々
の
着
値
と
手
取
現
金
を
比
較
し
損
益
計
算
を
実
施
し
て
い
た
。
　
　
　
方
法
的
な
視
点
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

5
7



国立歴史民俗博物館研究報告

第 103集 2003年3月

は
じ
め
に

紅
花
生
産
地
帯
で
あ
っ
た
出
羽
国
村
山
郡
の
商
人
や
豪
農
が
作
成
し
た
経
営
帳
簿

に
は
、
出
荷
し
た
紅
花
の
値
段
記
載
と
し
て
「
京
着

O
O両
也
」
「
金

O
O両
着
」
な

ど
の
書
き
込
み
が
な
さ
れ
て
い
る
ケ
l
ス
が
多
数
確
認
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
同
郡
谷

地
郷
に
位
置
す
る
松
橋
村
上
組
沢
畑
の
豪
農
一
引
堀
米
四
郎
兵
衛
家
の
文
政
五
年
「
高

指
引
帳
」
の
場
合
、
各
紅
花
荷
毎
に
、
回
出
荷
の
概
要
を
記
録
し
た
送
手
板
と
追
筆
、

固
売
附
け
や
代
金
の
受
取
り
な
ど
に
関
す
る
書
き
込
み
・
貼
紙
、
団
為
替
貸
付
お
よ

び
差
引
決
算
を
記
録
し
た
為
替
取
組
に
関
す
る
記
載
、
の
三
一
つ
の
部
分
か
ら
な
る
記

録
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
回
の
部
分
で

一引開

京
着
四
拾
両
也

拾
六
袋
入
四
丸

の
よ
う
に
、
出
荷
紅
花
の
荷
印
・
銘
柄
・
荷
数
の
記
載
の
脇
に
「
京
着
」
(
以
下
、
京

着
値
と
す
る
)
が
書
き
込
ま
れ
る
の
が
通
例
で
あ
る
。

こ
の
紅
花
の
京
着
値
は
、
個
々
の
荷
主
帳
簿
に
お
け
る
取
引
記
録
に
記
載
さ
れ
た

ば
か
り
で
な
く
、
村
々
の
契
約
講
帳
に
お
け
る
各
年
の
諸
相
場
記
録
に
お
い
て
も
記

載
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
同
じ
谷
地
郷
の
大
町
村
の
契
約
講
帳
で
あ
る
「
大
町
念
仏
講

帳
」
で
は

(
貫
)

紅
花
京
着
三
十
八
両
よ
り
四
十
両
迄
段
々
上
り
申
候
、
京
売
弐
〆
七
百
匁
七
百

(
元
禄
十
二
年
)

(
照
)

紅
花
之
儀
咲
初
は
日
て
り
花
に
而
下
直
に
而
、
己
後
雨
花
に
罷
成
、
段
々
高
値

に
而
、
六
拾
文
生
花
致
候
、
壱
駄
に
付
京
着
弐
拾
両
位
よ
り
四
拾
四
五
両
迄
上

五
十
匁
迄
払
申
候

り
申
候
、
青
苧
之
儀
壱
駄
に
付
拾
五
六
両
京
着

(
寛
保
二
年
)

の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
契
約
講
帳
で
は
、
紅
花
に
つ
い
て
は
生
育
や
豊
凶
の

状
況
、
花
の
性
質
、
出
荷
量
、
上
方
と
の
取
引
状
況
ま
で
記
録
さ
れ
る
年
が
多
く
、

当
地
域
の
商
業
的
農
業
の
主
要
作
物
と
し
て
高
い
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
値
段

記
載
も
ほ
ぼ
毎
年
な
さ
れ
、
「
京
着

O
O両
」
「

O
O両
京
着
」
と
す
る
京
着
値
の
記

載
が
頻
出
す
る
。
こ
の
元
禄
十
二
年
・
寛
保
二
年
の
記
載
例
を
み
る
だ
け
で
も
、
京

着
値
は
京
売
値
と
は
異
な
る
こ
と
、
生
花
値
段
と
も
区
別
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、

あ
お
そ

紅
花
と
同
様
に
村
山
郡
の
主
要
作
物
で
あ
っ
た
青
苧
に
つ
い
て
も
京
着
値
の
記
載
が

み
ら
れ
る
こ
と
、
な
ど
が
判
明
す
る
。

京
着
値
と
は
何
か
。
紅
花
荷
主
や
契
約
講
の
当
番
が
記
載
し
た
京
着
値
の
意
味
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
史
で
は
共
通
理
解
が
形
成
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で

あ
る
。
は
や
く
は
今
回
信
一
氏
、
が
『
最
上
紅
花
史
料
』
所
収
の
「
谷
地
町
を
中
心
と

せ
る
紅
花
史
料
年
表
」
の
紅
花
値
段
の
欄
で
、
「
大
町
念
仏
講
帳
」
に
お
い
て
「
上
方

表
」
値
段
(
元
文
三
年
)
や
「
京
都
相
場
」
(
文
化
九
年
)
と
書
か
れ
た
金
額
を
「
京

着
」
と
し
て
掲
示
さ
れ
、
上
方
(
京
都
)
相
場
H
京
着
値
と
す
る
理
解
を
示
さ
れ
た
。

伊
豆
田
忠
悦
氏
も
『
山
形
県
史
』
に
お
い
て
、
「
大
町
念
仏
講
帳
」
に
記
載
さ
れ
て
い

る
京
着
値
を
主
に
利
用
し
て
京
都
市
場
に
お
け
る
紅
花
一
駄
あ
た
り
の
相
場
値
段
を

計
算
し
そ
の
推
移
を
グ
ラ
フ
に
し
て
お
り
、
京
着
値
目
京
都
市
場
の
紅
花
相
場
と
す

る
理
解
に
立
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

そ
の
後
、
今
回
氏
は
主
著
『
最
上
紅
花
史
の
研
究
』
の
「
年
々
相
場
調
」
表
に
お

け
る
地
場
(
谷
地
)
調
の
相
場
デ
l
タ
と
し
て
、
「
大
町
念
仏
講
帳
」
に
京
着
値
・
京

都
売
口
値
段
・
上
方
表
値
段
や
谷
地
花
値
段
な
ど
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
各
値
を

区
別
な
く
掲
示
し
、
こ
れ
ら
を
「
地
相
場
」
と
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
の
各

値
段
記
載
の
意
味
が
吟
味
さ
れ
な
い
ま
ま
、

一
括
し
て
谷
地
紅
花
の
地
相
場
と
把
握

さ
れ
て
い
る
問
題
点
が
指
摘
で
き
、
混
迷
を
深
め
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

渡
辺
信
夫
氏
は
「
近
世
中
・
後
期
の
米
価
動
向
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
地
方
(
谷

地
)
米
価
の
動
向
を
他
の
商
品
物
価
の
動
向
と
比
較
さ
せ
て
検
討
し
た
際
に
「
大
町

念
仏
講
帳
」
に
お
け
る
紅
花
の
京
着
値
を
デ
l
タ
と
し
て
主
に
採
用
し
、
紅
花
相
場

ラ8
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の
変
動
を
グ
ラ
フ
化
し
て
い
れ
や
こ
こ
で
は
「
紅
花
の
値
段
に
つ
い
て
は
『
生
花
値

段
』
『
地
元
値
段
』
『
仕
入
値
段
』
な
ど
も
記
さ
れ
て
い
る
が
、
欠
く
年
が
多
く
直
に

利
用
す
る
こ
と
は
で
き
ず
比
較
的
多
く
記
さ
れ
て
い
る
『
京
着
』
値
段
を
も
っ
て
紅

花
値
段
と
し
た
」
と
述
べ
て
、
「
大
町
念
仏
講
帳
」
に
お
け
る
多
種
の
紅
花
値
段
の
記

載
に
注
目
さ
れ
た
が
、
京
着
値
自
体
の
意
味
に
つ
い
て
は
検
討
を
お
こ
な
わ
な
い
ま

ま
、
紅
花
市
場
の
相
場
変
動
を
通
時
的
に
あ
き
ら
か
に
す
る
デ
l
タ
と
し
て
利
用
し

て
い
る
問
題
点
が
あ
る
と
考
え
る
。

こ
の
よ
う
に
研
究
史
に
お
い
て
は
、
京
着
値
H
上
方
(
京
都
)
相
場
と
す
る
見
解

が
あ
り
、
ま
た
京
着
値
を
は
じ
め
諸
値
段
記
載
の
意
味
を
充
分
に
吟
味
せ
ず
に
漠
然

と
紅
花
相
場
値
段
と
し
て
利
用
す
る
な
ど
の
状
況
に
あ
る
。

っ

き

ね

き

ょ

う

っ

き

ね

本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
研
究
史
の
現
状
を
ふ
ま
え
て
、
着
値
な
い
し
京
着
値
の
意

味
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
を
課
題
と
す
る
。
そ
の
際
に
契
約
講
帳
の
よ
う
な
史
料

で
は
な
く
、
紅
花
取
引
の
一
次
史
料
た
る
個
々
の
荷
主
文
書
に
お
け
る
用
例
を
分
析

す
る
こ
と
に
よ
り
、
着
値
な
い
し
京
着
値
の
概
念
を
解
明
す
る
。
そ
し
て
、
京
都
紅

花
市
場
に
お
け
る
売
買
交
渉
の
事
例
や
多
種
の
値
段
記
載
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
検

討
を
加
え
、
紅
花
の
流
通
過
程
に
お
け
る
荷
主
の
価
格
認
識
の
構
造
に
つ
い
て
考
察

す
る
こ
と
を
課
題
と
し
た
い
。

こ
れ
ら
の
課
題
は
、
羽
州
村
山
郡
の
荷
主
に
よ
る
個
々
の
商
品
取
引
を
め
ぐ
る
諸

対
応
を
具
体
的
な
相
場
変
動
の
局
面
の
な
か
で
と
ら
え
、
そ
の
経
営
動
向
を
中
央
市

場
ー
地
方
(
産
地
)
市
場
の
変
動
と
の
有
機
的
関
連
の
も
と
に
動
的
に
把
握
し
て
い

く
際
に
必
要
な
、
基
礎
的
な
作
業
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
本
稿
の
検
討
は
遠
隔
地

間
取
引
を
お
こ
な
う
近
世
荷
主
の
価
格
計
算
の
方
式
を
あ
き
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ

り
、
ひ
ろ
く
近
世
商
品
流
通
に
お
け
る
価
格
形
成
過
程
の
実
態
把
握
に
関
わ
る
考
察

と
な
る
と
思
わ
れ
る
。

@
「
着
値
」
の
概
念

ま
ず
、
紅
花
荷
主
文
書
の
分
析
か
ら
、
着
値
お
よ
び
京
着
値
の
意
味
を
あ
き
ら
か

に
し
た
い
。

(
一
疋
)

表
1
は
、
羽
州
村
山
郡
西
里
村
の
傘
本
木
林
兵
衛
家
が
弘
化
一
二
年
(
一
八
四
六
)

に
京
都
へ
出
荷
し
た
紅
花
荷
の
京
着
値
を
計
算
し
た
帳
面
の
記
載
を
整
理
し
た
も
の

で
あ
事
ま
ず
、
傘
大
力
の
荷
印
銘
柄
を
付
さ
れ
た
紅
花
五
八
袋
の
集
荷
代
金
銭
が

計
上
さ
れ
(
表
l
の
①
)
、
続
い
て
荷
造
り
費
用
・
干
花
詰
袋
代
・
大
石
田
迄
運
賃

見
込
・
送
手
板
添
金
(
大
石
田

1
京
都
問
の
運
賃
)
見
込
の
合
計
が
計
上
さ
れ
(
②
)
、

こ
れ
ら
集
荷
費
用
・
出
荷
費
用
の
総
計
が
計
算
さ
れ
て
い
る
(
③
)
。
そ
し
て
最
後

に
、
③
を
一
駄

(
H
六
四
袋
)
あ
た
り
に
換
算
し
た
金
額
を
「
京
着
」
と
記
し
て
い

る
。
試
算
す
る
と
表
に
記
載
し
た
計
算
式
で
お
こ
な
っ
て
お
り
、
符
牒
で
書
か
れ
た

金
額
も
合
致
す
る
。
傘
本
木
家
の
帳
面
で
は
、
こ
う
し
た
計
算
を
各
荷
毎
に
お
こ
な

い
、
そ
れ
ぞ
れ
京
着
値
を
記
録
し
て
い
る
。
表
l
の
計
算
法
か
ら
あ
き
ら
か
な
よ
う

に
、
京
着
値
と
は
荷
主
が
そ
の
紅
花
荷
一
駄
あ
た
り
に
費
や
し
た
原
価
を
一
不
す
も
の

で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
そ
れ
が
「
京
着
」
と
記
さ
れ
た
の
は
、
京
都
迄
の
運
賃

も
こ
の
原
価
計
算
に
入
っ
て
い
る
こ
と
を
明
確
に
示
す
意
図
が
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

表
2
は
、
羽
州
村
山
郡
下
宝
沢
村
の
灸
会
田
六
郎
兵
衛
家
が
明
和
二
年
(
一
七
六

五
)
に
京
都
へ
出
荷
し
た
紅
花
荷
の
着
値
を
計
算
し
た
文
書
の
記
載
を
整
理
し
た
も

の
で
あ
る
。
会
田
家
は
、
は
や
く
一
冗
文
期
に
は
京
都
へ
紅
花
を
出
荷
し
て
い
る
こ
と

が
確
認
で
き
、
ピ
l
ク
時
の
宝
暦
・
明
和
期
に
は
五

O
駄
前
後
の
出
荷
を
お
こ
な
っ

た
。
そ
の
出
荷
数
は
在
村
の
荷
主
と
し
て
は
村
山
郡
き
つ
て
の
量
と
い
え
る
。
後
述

す
る
よ
う
に
紅
花
取
引
の
損
益
計
算
を
詳
細
に
お
こ
な
い
経
営
管
理
を
進
展
さ
せ
て

い
た
存
在
で
あ
っ
た
。

表
2
は
、
明
和
二
年
に
出
荷
し
た
紅
花
荷
の
一
部
で
あ
る
五
駄
二
袋
分
(
三
一
一
一
一

袋
)
に
関
す
る
も
の
で
あ
郁
紅
花
集
荷
・
加
工
・
出
荷
の
諸
経
費
の
全
貌
が
子
細
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本木林兵衛家の紅花経質計算(弘化3年)表1
に
あ
き
ら
か
に
な
る
の
で
検
討
し
よ
う
。
内
訳
は
木
印
紅
花
一
一
駄
三
丸
(
一
七
六

袋
)
と
四
印
紅
花
三
駄
一
丸
二
袋
(
一
四
六
袋
)
か
ら
な
る
。
ま
ず
、
木
印
紅
花
の

集
荷
費
用
・
干
花
加
工
費
用
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
木
印
紅
花
は
、
仲
買
集
荷
人
か

ら
生
花
を
買
入
れ
会
田
家
が
干
花
に
加
工
し
た
部
分
と
、
「
八
郎
右
衛
門
花
」
(
八
郎

右
衛
門
か
ら
買
入
れ
た
干
花
)
と
か
ら
な
る
。
表
2
の
経
費
計
算
で
は
前
者
の
仕
入

生
花
代
金
・
生
花
買
口
銭
(
仲
買
集
荷
人
へ
支
払
っ
た
)
・
干
花
加
工
費
(
干
道
具
損

料
・
日
雇
賃
な
ど
)
、
後
者
の
仕
入
干
花
代
金
が
計
上
さ
れ
て
い
旬
。
つ
ぎ
に
、
四

印
紅
花
は
仲
買
集
荷
人
か
ら
仕
入
れ
た
干
花
で
あ
り
、
そ
の
仕
入
干
花
代
金
・
干
花

買
口
銭
(
仲
買
集
荷
人
へ
支
払
っ
た
)
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
「
二
口
〆
」
は
、
以
上

の
諸
経
費
の
合
計
で
あ
る
(
表
2
の
⑤
)
。
つ
づ
い
て
、
木
印
・
四
印
紅
花
を
一
緒

に
京
都
に
出
し
た
際
の
出
荷
費
用
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
合
計
五
駄
二
袋
の
紅
花
荷

は
、
荷
造
り
さ
れ
た
後
、
大
石
田
ま
で
陸
路
を
駄
送
し
、
大
石
田
の
河
岸
荷
宿
を
経

由
し
て
最
上
川
を
酒
固
ま
で
下
し
、
酒
田
湊
か
ら
い
わ
ゆ
る
「
北
廻
り
」
の
ル
l
M
)

で
京
都
ま
で
輸
送
さ
れ
た
。
表
2
に
掲
示
し
た
よ
う
に
、
干
花
詰
袋
代
・
荷
作
り
費

用
(
口
糸
、
荷
印
な
ど
を
表
示
す
る
絵
符
板
〔
荷
札
〕
、
梱
包
用
の
蓮
と
縄
、
荷
造
り

賃
、
荷
造
り
の
際
に
振
舞
っ
た
酒
代
)
・
大
石
田
迄
運
賃
諸
費
用
(
領
主
へ
の
出
判

料
を
含
む
)
・
送
手
板
添
金
(
大
石
田

1
京
都
間
の
運
賃
)
、
が
木
印
・
四
印
の
各
荷

に
共
通
し
で
か
か
っ
た
出
荷
経
費
と
し
て
計
上
さ
れ
て
い
る
(
⑥
)
。
「
一
二
口
金
〆
」

は
木
印
紅
花
加
工
・
集
荷
費
用
、
四
印
紅
花
集
荷
費
用
、
木
印
お
よ
び
四
印
共
通
出

荷
費
用
の
総
合
計
を
金
換
算
で
示
し
た
額
で
あ
る
(
⑦
)
。
し
た
が
っ
て
、
⑦
は
会

田
家
が
荷
主
と
し
て
木
印
・
四
印
紅
花
を
集
荷
・
加
工
・
出
荷
し
京
都
へ
輸
送
す
る

聞
に
費
や
し
た
総
経
費
で
あ
る
。
⑦
が
合
計
五
駄
二
袋
の
荷
全
体
に
か
か
っ
た
総
経

費
を
計
算
し
た
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
そ
の
後
の
但
書
は
木
印
・
四
印
の
各
荷

の
そ
れ
ぞ
れ
一
駄
あ
た
り
の
原
価
計
算
を
お
こ
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
但
書
で
記
載

さ
れ
た
一
駄
あ
た
り
の
各
金
額
は
、
試
算
す
れ
ば
表
に
記
し
た
ご
と
く
の
計
算
式
に

よ
り
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
共
通
し
て
計
上
さ
れ
た
出
荷
経
費

合
計
(
⑥
)
を
各
荷
量
(
袋
数
)
に
も
と
づ
き
分
別
し
、
そ
れ
に
各
々
の
集
荷
(
加

工
)
費
用
を
加
算
し
た
金
額
を
、
単
位
(
一
駄
H
六
四
袋
)
あ
た
り
に
換
算
し
た
も

(
値
)

の
で
あ
る
。
こ
の
数
値
を
こ
の
文
書
で
は
「
着
直
」
と
記
し
て
お
り
、
こ
こ
か
ら

「
着
直
」
と
は
出
荷
紅
花
が
京
都
に
着
く
ま
で
に
か
か
っ
た
一
駄
あ
た
り
の
原
価
で

あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
先
の
本
木
家
の
「
京
着
」
と
同
一
の
概
念
で
あ
り
、
会
田

家
で
は
京
着
値
を
一
不
す
も
の
と
し
て
「
着
直
」
の
表
現
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

表
3
は
、
山
形
城
下
塗
師
町
の
鈴
木
藤
七
が
村
山
郡
大
石
田
四
日
町
回
コ
骨
骨
兵

右
衛
門
家
の
仲
買
集
荷
人
と
し
て
集
荷
し
た
紅
花
を
二
藤
部
家
へ
渡
し
た
際
の
経
費

計
算
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
〔
鈴
木
に
よ
る
二
藤
部
家
へ
の
経
費
報
的
〕
。
前
掲

表
1
・
2
と
同
様
に
見
て
い
た
だ
け
れ
ば
よ
い
の
で
詳
述
を
避
け
る
が
、
藤
七
が
仕
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入
れ
て
田
藤
の
荷
印
を
付
し
た
紅
花
一
一
二
袋
の
集
荷
・
加
工
・
出
荷
費
用
(
山
形

ー
大
石
田
問
の
運
賃
を
含
む
)
が
計
上
さ
れ
、
総
経
費
(
表
3
の
@
)
が
計
算
さ
れ

て
い
る
。
そ
し
て
最
後
に
一
駄
あ
た
り
の
原
価
計
算
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
が
、
注

目
さ
れ
る
の
は
そ
れ
が
「
大
石
田
着
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

こ
の
事
例
で
は
大
石
田
の
三
藤
部
家
に
到
着
さ
せ
る
ま
で
に
用
し
た
一
駄
あ
た
り
の

原
価
計
算
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
仲
買
集
荷
人
に
こ
の
よ
う
な
原
価
計

算
を
報
告
さ
せ
る
こ
と
で
、
荷
主
と
し
て
の
二
藤
部
家
は
各
紅
花
荷
が
自
己
に
届
く

ま
で
に
か
か
っ
た
原
価
を
把
握
し
て
い
た
と
い
え
る
。

会田六郎兵衛家の紅花経費計算(明和2年)表2

お
お
わ
ら
び

表
4
は
、
山
形
城
下
十
日
町
の
村
居
清
七
が
村
山
郡
大
蕨
村
会
稲
村
七
郎
左
衛

門
家
の
仲
買
集
荷
人
と
し
て
集
荷
し
た
紅
花
を
京
都
へ
出
荷
し
た
際
の
経
費
計
算
を

整
理
し
た
も
の
で
あ
る
〔
村
居
に
よ
る
稲
村
家
へ
の
経
費
報
告
〕
。
村
居
は
自
己
の

い
る
山
形
城
下
町
以
外
で
も
紅
花
の
集
荷
を
広
域
的
に
お
こ
な
う
活
動
を
し
て
お
り
、

経
費
計
算
の
仕
方
に
も
そ
れ
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
紅
花
荷
の
う
ち
会
森
谷

と
全
車
・
タ
テ
紅
に
つ
い
て
は
酒
田
積
合
問
屋
に
到
着
す
る
ま
で
に
か
か
っ
た
総
経

費
が
「
酒
田
着
」
と
し
て
計
上
さ
れ
、
そ
れ
に
酒
田

1
京
都
間
の
運
賃
な
ど
諸
雑
費

を
示
す
「
酒
田
掛
り
」
「
酒
田
払
」
を
合
算
し
て
そ
れ
ぞ
れ
〆
を
算
出
し
て
い
る
。
人
ニ
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鈴木藤七の紅花経費計算(明和7年)

村居清七の紅花経費計算(寛政4年)

表3

表 4

村
と
必
一
玉
・
天
に
つ
い
て
は
大
石
田
河
岸
荷
宿
に
到
着
す
る
ま
で
に
か
か
っ
た
総
経

費
、
が
「
大
石
田
着
」
と
し
て
計
上
さ
れ
、

そ
れ
に
送
手
板
添
金
(
大
石
田

1
京
都
間

の
運
賃
)
・
「
酒
田
8
運
賃
不
足
」
(
酒
田

1
京
都
間
の
運
賃
追
加
)
を
加
算
し
て
そ
れ

ぞ
れ
〆
を
算
出
し
て
い
る
。
〈
ニ
船
・
会
達
・
会
源
に
つ
い
て
は
京
都
紅
花
屋
に
到
着

す
る
ま
で
に
か
か
っ
た
総
経
費
が
「
京
着
」
と
し
て
計
上
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
七
つ
の
紅
花
荷
の
総
経
費
(
前
の
四
つ
の
紅
花
荷
の
各
〆
と
後
の
三
つ
の
紅

花
荷
の
各
「
京
着
」
)
の
合
計
額
が
算
出
さ
れ
「
京
着
之
分
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

計
算
法
か
ら
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
経
費
計
算
の
目
的
は
七
つ
の
紅
花
荷
が
京

都
に
到
着
す
る
ま
で
に
か
か
っ
た
総
経
費
H

「
京
着
之
分
」
を
把
握
す
る
こ
と
に
あ

り
、
「
大
石
田
着
」
「
酒
田
着
」
な
ど
流
通
過
程
の
途
中
に
お
け
る
経
費
計
算
を
ふ
ま
え
、

そ
れ
に
さ
ら
に
京
都
迄
の
運
賃
な
ど
を
追
加
し
て
「
京
着
」
を
算
出
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
事
例
か
ら
、
「
京
着
」
ば
か
り
で
は
な
く
流
通
過
程
の
途
中
で
そ
の
地
名
を
冠
し

「O
O着
」
と
す
る
経
費
計
算
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
、
「
京
着
」
を
含
め
て
「
O

O
着
」
と
い
う
表
現
は
必
ず
し
も
一
駄
あ
た
り
の
原
価
で
は
な
く
そ
の
前
提
と
な
る

荷
全
体
に
か
か
っ
た
実
際
の
総
経
費
を
示
す
場
合
が
あ
る
こ
と
、
が
指
摘
で
き
る
。

表
1
1
4
の
諸
事
例
か
ら
、
着
値
お
よ
び
京
着
値
の
概
念
に
つ
い
て
整
理
す
る
と

次
の
よ
う
に
な
る
。

①
着
値
と
は
商
品
を
流
通
過
程
の
あ
る
場
所
に
到
着
さ
せ
る
迄
に
そ
の
商
品
に
か
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け
た
経
費
を
計
算
し
た
も
の
で
、
そ
の
金
額
表
示
は
荷
全
体
に
か
か
っ
た
実
際
の
総

経
費
の
算
出
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
場
合
と
、
単
位
(
一
駄
)
あ
た
り
に
換
算
し
て
い

る
場
合
と
が
あ
る
。

②
着
値
の
表
現
は
単
に
「
着
値
」
と
書
か
れ
る
場
合
も
あ
る
が
、
多
く
は
流
通
過

程
の
ど
の
段
階
迄
の
経
費
計
算
で
あ
る
の
か
を
明
示
す
る
た
め
に
、
商
品
の
到
着
地

名
を
冠
し
た
「
O
O着
」
と
す
る
表
現
が
と
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

③
京
着
値
と
は
京
都
迄
の
着
値
を
計
算
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
金
額
表
示
も
荷

全
体
に
か
か
っ
た
実
際
の
総
経
費
の
算
出
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
場
合
と
、
単
位
(
一

駄
)
あ
た
り
に
換
算
し
て
あ
る
場
合
と
が
あ
る
。

な
お
、
会
田
六
郎
兵
衛
家
文
書
で
は
着
値
に
「
附
根
」
の
字
を
あ
て
て
書
い
て
い

る
ケ
l
ス
が
あ
る
の
で
、
着
値
の
読
み
万
は
ツ
キ
ネ
(
な
い
し
ツ
ケ
ネ
)
と
読
む
と

考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
商
品
の
到
着
地
名
を
冠
す
る
「
O
O着
」
の
表
現
が
、
地
名
で
は
な
く
人

宛
名
に
な
っ
て
い
る
例
も
散
見
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
山
形
城
下
町
商
人
村
田
屋
長
右

衛
門
が
大
石
田
の
二
藤
部
家
へ
紅
花
を
出
荷
し
た
こ
と
を
告
げ
る
書
簡
に
「
当
年
紅

花
買
上
り
其
元
着
壱
駄
ニ
付
四
拾
弐
両
弐
匁
」
と
し
て
、
紅
花
荷
が
二
藤
部
家
へ
到

着
す
る
迄
に
か
か
っ
た
一
駄
あ
た
り
の
原
価
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
其
元

着
」
の
意
味
は
「
大
石
田
着
」
と
同
義
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
「
京
着
」
と
同

義
で
は
あ
る
が
相
手
で
あ
る
京
都
紅
花
屋
を
さ
し
て
「
貴
着
」
と
表
現
す
る
場
合
も

あ
る
。
「

O
O着
」
の
表
現
の
目
的
は
、
流
通
過
程
の
諸
段
階
の
う
ち
ど
の
地
点
で
の

着
値
で
あ
る
の
か
を
明
示
す
る
こ
と
に
あ
る
の
で
、

0
0に
は
地
名
も
人
宛
名
(
敬

称
を
含
む
)
も
使
用
さ
れ
た
。
ま
た
、
「
御
地
迄
元
上
り
金
六
十
六
両
着
」
「
元
上
り

御
地
着
」
「
御
地
へ
取
上
り
金
七
弐
両
弐
分
替
」
の
よ
う
に
地
名
を
「
御
地
」
と
表
現

す
る
こ
と
も
な
さ
れ
た
。
要
す
る
に
、
ど
の
地
点
で
の
着
値
で
あ
る
の
か
が
明
確
に

な
る
表
現
で
あ
れ
ば
随
時
使
用
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
出
荷
者
と
荷
受
者
の

関
係
に
お
い
て
、
ど
の
地
点
で
の
着
値
で
あ
る
の
か
が
自
明
で
あ
る
場
合
に
は
、
単

に
「
荷
着
六
十
八
両
」
「
元
上
り
五
十
三
両
か
へ
」
「
四
拾
両
弐
分
上
り
」
な
ど
の
表

現
で
着
値
が
記
載
さ
れ
た
。

着
値
は
羽
州
村
山
郡
の
紅
花
荷
主
だ
け
が
採
用
し
た
原
価
計
算
法
で
は
決
し
て
な

い
。
例
え
ば
、
京
都
紅
花
酌
最
上
屋
喜
八
は
自
己
が
荷
主
と
し
て
諸
国
の
紅
花
産
地

か
ら
仕
入
れ
た
紅
花
荷
に
つ
い
て
、
仕
入
代
金
・
口
銭
(
仲
買
集
荷
人
へ
支
払
っ

た
)
・
荷
造
り
費
用
・
京
都
迄
の
運
賃
を
計
上
し
、
そ
の
合
計
額
を
一
駄
あ
た
り
に

換
算
し
て
京
着
値
を
帳
簿
に
記
録
し
て
い
静
最
上
屋
は
京
着
値
の
こ
と
を
「
京
着

元
金
」
な
い
し
「
京
着
迄
諸
入
用
元
金
」
と
表
現
し
て
い
る
。
こ
の
表
現
は
ま
さ
に

先
に
定
義
し
た
京
着
値
の
意
味
を
明
確
に
言
い
表
す
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
着
値
は
「
元
金
」
(
元
値
)
表
示
の
一
種
で
あ
る
こ
と
も
こ
の
表
現
か
ら
あ

き
ら
か
と
な
る
。
単
に
「
元
金
」
「
元
値
」
の
表
現
で
は
ど
の
流
通
段
階
に
お
け
る
経

費
計
算
額
で
あ
る
の
か
(
例
え
ば
産
地
で
の
集
荷
H
仕
入
元
値
の
意
味
か
、
出
荷
費

用
迄
含
む
も
の
な
の
か
)
が
暖
昧
と
な
る
の
に
対
し
て
、
着
値
は
「
O
O着
」
と
表

現
す
る
こ
と
で
そ
の
点
を
明
確
に
す
る
。
こ
の
意
味
で
は
、
着
値
は
い
わ
ゆ
る
一
冗
値

表
示
を
流
通
過
程
に
お
い
て
厳
密
に
示
す
概
念
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

最
上
屋
文
書
か
ら
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
京
都
紅
花
屋
も
荷
主
と
し
て
着
値
の
原

価
計
算
法
・
表
示
を
採
用
し
て
お
り
、
着
値
の
概
念
は
全
国
の
紅
花
荷
主
に
通
用
し

て
い
た
概
念
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

@
売
買
交
渉
と
「
着
値
」

そ
れ
で
は
着
値
は
、
実
際
の
商
業
取
引
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
、
い
か

な
る
機
能
を
も
っ
た
の
か
。
紅
花
荷
主
の
売
買
交
渉
に
お
け
る
着
値
の
使
用
例
を
検

討
し
よ
う
。

嘉
永
四
年
(
一
八
五
一
)
に
山
形
城
下
一
二
日
町
の
商
人
〈
三
三
浦
屋
権
四
郎
は
京
都

紅
花
屋
最
上
屋
喜
八
へ
紅
花
一
一
一
二
袋
を
出
荷
し
た
際
に
最
上
屋
へ
対
し
て
「
貴
着

五
O
か
へ
御
座
候
、
其
余
利
潤
ニ
相
成
候
様
御
働
キ
御
売
捌
被
下
度
奉
願
上
候
」
と

書
簡
で
依
頼
し
て
い
郁
京
着
値
が
一
駄
あ
た
り
五

O
両
で
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
上
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回
る
値
段
で
売
り
捌
き
「
利
潤
」
が
出
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と
す
る
内
容
で
あ
る
。

ま
た
、
同
年
に
山
形
城
下
町
商
人
の
潤
伊
藤
屋
茂
右
衛
門
が
最
上
屋
喜
八
に
送
っ
た

書
簡
は
、
伊
藤
屋
が
最
上
屋
へ
出
荷
し
た
銘
柄
三
種
の
紅
花
荷
の
「
御
地
迄
一
冗
上
り

着」

(
H
京
着
値
)
が
そ
れ
ぞ
れ
一
駄
あ
た
り
六
七
両
・
六
六
両
・
六
五
両
二
分
で
あ

る
と
書
き
上
げ
た
う
え
で
「
右
之
通
貴
唐
様
差
向
申
候
、
御
地
迄
正
味
元
上
り
申
上

候
、
其
余
御
働
キ
出
精
被
成
下
多
分
利
潤
御
見
斗
御
願
申
上
候
」
と
書
い
て
い
向
。

「
多
分
利
潤
」
が
出
る
よ
う
に
京
着
値
を
上
回
る
額
で
売
り
捌
く
こ
と
を
京
都
紅
花

屋
に
依
頼
し
て
い
る
こ
と
が
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
「
御
地
迄
正
味
元
上
り
」
と
い
う
表

現
も
京
着
値
の
意
味
を
端
的
に
言
い
表
し
て
い
る
。

最
上
屋
ら
京
都
紅
花
屋
は
諸
国
荷
主
の
紅
花
を
預
か
り
西
陣
や
大
坂
の
紅
染
屋
に

売
付
け
を
お
こ
な
い
仲
介
料
と
し
て
荷
主
よ
り
口
銭
を
取
得
す
る
の
で
あ
る
が
、
荷

主
は
京
都
紅
花
屋
に
紅
花
荷
の
一
駄
あ
た
り
原
価
を
通
知
す
る
こ
と
で
利
潤
の
確
保

を
依
頼
し
た
と
い
え
る
。
京
都
紅
花
市
場
で
は
一
駄
あ
た
り
値
段
で
仕
切
値
段
を
め

ぐ
る
交
渉
が
お
こ
な
わ
れ
る
た
め
、
京
着
値
も
多
く
は
一
駄
あ
た
り
で
表
示
さ
れ
、

荷
主
の
損
益
ラ
イ
ン
の
指
標
と
し
て
使
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

羽
州
村
山
郡
松
橋
村
の
豪
農
朝
堀
米
四
郎
兵
衛
家
は
、
各
紅
花
荷
の
京
着
値
を
ふ

ま
え
た
売
付
け
希
望
値
段
を
支
配
人
を
通
じ
て
京
都
紅
花
屋
へ
通
知
し
て
い
る
。
例

え
ば
、
文
政
五
年
(
一
八
三
二
)
に
京
都
紅
花
屋
伊
勢
屋
源
助
に
向
け
て
出
荷
し
た

明
飛
切
五
丸
は
一
駄
あ
た
り
「
京
着
四
十
四
両
弐
分
上
り
」
で
あ
っ
た
(
後
掲
表

6

の
番
号

m
i
l
-
3に
該
当
)
。
こ
の
荷
に
つ
き
、
伊
勢
源
が
堀
米
家
に
宛
て
た
書

簡
に
は
「
兼
而
御
支
配
才
三
郎
様
御
指
図
ニ
者
、
五
拾
両
以
上
ニ
相
働
売
附
可
仕
候

様
、
若
ま
た
五
拾
両
余
ニ
相
揃
不
申
候
ハ
、
売
方
差
控
置
可
申
候
様
被
仰
置
候
」
と

あ
り
、
当
時
上
京
し
て
い
た
堀
米
家
の
支
配
人
奥
山
才
三
郎
が
伊
勢
源
に
対
し
て
指

示
し
た
売
付
け
希
望
値
段
は
五

O
両
以
上
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
京
着
四
四

両
二
分
に
五
両
二
分
以
上
を
上
乗
せ
し
た
額
で
販
売
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
こ
の
荷

の
場
合
、

花
屋

要
請ー
し駄
てあ
いた
るgり

村居
場竺
豪二
農工
の云
1:;1 ノ、

花%
取以
引上
にの
お利
け j閏
るが
利出
益る
率こ
のと
目を
標京
が都
う紅

か
が
え
る
事
例
で
あ
る
。

先
の
三
浦
・
伊
藤
両
家
の
場
合
と
は
異
な
り
、
こ
の
事
例
で
は
堀
米
家
は
京
都
紅

花
屋
に
出
荷
紅
花
の
京
着
値
は
直
接
に
は
知
ら
せ
ず
、
そ
れ
に
利
潤
を
上
乗
せ
し
た

売
付
け
希
望
値
段
を
通
知
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
他
の
荷
主
の
事
例
を
も
ふ

さ
し
ね

ま
え
る
と
、
こ
の
売
付
け
希
望
値
段
は
「
差
値
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
。
売
付

け
値
段
を
京
都
紅
花
屋
に
任
せ
る
の
で
は
な
く
、
荷
主
が
指
図
す
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

京
着
値
で
は
な
く
差
値
に
よ
り
京
都
紅
花
屋
に
売
付
け
を
依
頼
す
る
パ
タ
ー
ン
も
多

く
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
場
合
も
堀
米
家
で
み
た
よ
う
に
荷
主
は
差
値
の
前
提
と
し
て

京
着
値
を
ふ
ま
え
た
利
潤
計
算
を
お
こ
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
着
値
の
把
握
が
荷

主
側
の
価
格
要
求
の
算
定
基
礎
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
き
ら
か
で
あ
る
。

着
値
は
荷
主
の
市
場
に
対
す
る
価
格
要
求
の
基
礎
と
し
て
算
出
さ
れ
た
ば
か
り
で

な
く
、
市
場
相
場
を
ふ
ま
え
て
出
荷
原
価
を
切
り
詰
め
る
目
標
値
と
し
て
も
設
定
さ

れ
た
。
明
和
四
年
(
一
七
六
七
)
に
羽
州
村
山
郡
田
井
村
の
豪
農
令
今
回
弥
兵
衛
家

の
支
配
人
(
紅
花
売
支
配
)
と
し
て
上
京
し
た
中
野
惣
七
は
、
当
時
の
京
都
紅
花
相

場
が
つ
一
五

1
五
五
両
(
下
物

1
上
物
相
場
)
で
あ
る
こ
と
を
ふ
ま
え
て
、
今
国
家
へ

の
書
簡
に
「
被
遣
候
上
物
、
四
拾
四
五
両
三
尽
着
仕
候
ハ
、
宜
敷
御
座
候
」
と
書
い

て
い
る
。
こ
れ
は
、
上
京
し
て
い
る
支
配
人
の
立
場
か
ら
、
京
都
市
況
を
ふ
ま
え
一

定
の
利
潤
を
確
保
す
る
た
め
に
一
駄
あ
た
り
原
価
の
上
限
を
試
算
し
目
標
値
と
し
て

主
家
へ
報
知
し
た
も
の
で
あ
る
。
今
回
家
が
こ
の
京
着
値
の
目
標
値
(
上
物
で
四
四

1
四
五
両
)
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
集
荷
・
加
工
費
用
の
低
減
化
を
は
か
り
、
ま
た
出

荷
量
の
調
整
を
は
か
る
こ
と
が
、
そ
こ
で
は
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
諸
事
例
か
ら
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
京
着
値
は
出
荷
紅
花
の
原
価
(
「
京

着
迄
諸
入
用
元
金
」
「
御
地
迄
正
味
元
上
り
」

H
出
荷
最
終
到
着
地
で
あ
る
京
都
迄
の

運
賃
を
も
含
む
正
味
原
価
)
を
示
し
、
京
都
紅
花
市
場
に
お
け
る
荷
主
側
の
価
格
要

求
の
算
定
基
礎
と
し
て
実
際
に
使
用
さ
れ
、
売
付
け
交
渉
の
現
場
に
お
い
て
荷
主
の

損
益
ラ
イ
ン
を
示
す
数
値
と
し
て
機
能
し
た
。
ま
た
、
出
荷
先
の
販
売
市
場
の
市
況

を
ふ
ま
え
た
荷
主
側
の
原
価
削
減
の
目
標
値
と
し
て
試
算
さ
れ
報
知
さ
れ
る
こ
と
も
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あ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
の
研
究
史
で
は
、
京
都
紅
花
市
場
の
売
付
け
交
渉
の
現
場
に
お
け
る
値

段
表
示
の
子
細
に
つ
い
て
立
ち
入
っ
た
検
討
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

本
節
で
示
し
た
よ
う
に
着
値
は
荷
主
側
の
価
格
要
求
の
基
礎
と
な
る
数
値
と
し
て
重

要
な
意
味
を
も
っ
て
お
り
、
着
値

・
差
値

・
仕
切
値
段
(
お
よ
び
後
述
す
る
手
取
現

金
)
な
ど
各
値
段
表
示
の
意
味
と
相
互
関
係
を
ふ
ま
え
て
京
都
紅
花
屋
や
産
地
荷
主

の
帳
簿
や
書
簡
の
分
析
を
進
め
る
な
ら
ば
、
京
都
市
場
を
は
じ
め
ひ
ろ
く
紅
花
市
場

取
引

・
交
渉
の
「
生
き
た
」
実
態
を
内
在
的
に
検
討
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
ろ
う
。

@
市
場
変
動
と
損
益
管
理

着
値
は
紅
花
荷
主
の
損
益
計
算
の
基
礎
と
な
る
数
値
と
し
て
も
活
用
さ
れ
た
。
紅

花
荷
主
の
経
営
帳
簿
か
ら
そ
の
使
用
例
を
検
討
し
よ
う
。

表
2
に
着
値
計
算
例
を
示
し
た
羽
州
村
山
郡
下
宝
沢
村
の
会
人
会
田
六
郎
兵
衛
家
は
、

明
和
元
年
(
一
七
六
四
)
八
月
(
紅
花
出
荷
期
)
に
「
紅
花
印
附
根
牒
」
を
作
成
し
、

近
江
八
幡
商
人
の
西
川
久
左
衛
門
と
同
家
京
出
庖
の
西
川
源
助
に
送
っ
て
い
る
。
両

西
川
家
は
会
田
家
の
出
荷
紅
花
を
京
都
紅
花
問
屋
へ
渡
し
売
付
け
を
依
頼
す
る
な
ど

会
田
家
の
上
方
取
引
全
般
を
仲
介
し
て
い
た
家
で
あ
る
。
こ
の
帳
面
の
記
載
様
式
は
、

次
の
通
り
で
あ
る
。

井

十
六
入

本
荷
壱
駄
ニ
付

・
会
人
弐
駄
壱
丸
金
四
拾
壱
両
弐
歩
着

弐
丸

四
弐
か
へ
代
弐
拾
壱
両

若
孫

内
四
九
か
へ弐

丸

四
弐
か
へ壱

駄
壱
丸
代
五
拾
弐
両
弐
分

〆

九
十
八
両
也

代
廿
四
両
弐
分

若
孫

芳一室口

右
は
帳
面
冒
頭
の
・矢
印
弐
駄
壱
丸
(
後
掲
表
5
の
番
号

1

1
1
3
に
該
当
)
に

関
す
る
記
載
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
太
字
で
示
し
た
部
分
が
最
初
か
ら
記
載
さ
れ
て
い

た
と
推
察
さ
れ
る
部
分
で
あ
り
〔
図
版

1
参
照
〕
、
紅
花
の
荷
印

・
荷
数

・
一
駄
あ

た
り
の
京
着
値
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
以
外
(
「
内
」
以
下
の
や
や
小
さ
な
字
で
書

き
込
ま
れ
て
い
る
部
分
)
は
あ
き
ら
か
に
後
筆
で
あ
り
、
荷
が
三
分
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
荷
数

・
一
駄
あ
た
り
の
相
場
(
「
四
弐
か
へ
」
な
ど
)
・
代
金
(
「
代
弐
拾
壱
両
」

な
ど
)
・
京
都
紅
花
問
屋
名
(
若
孫
H
若
山
屋
孫
兵
衛
な
ど
)
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ

う
し
た
記
載
が
、
帳
面
全
体
で
合
計
四
三
駄
分
に
つ
い
て
あ
り
、
最
後
に
会
田
家
か

ら
両
西
川
家
に
宛
て
て
「
御
売
付
可
被
下
候
」
と
書
か
れ
て
あ
る
。

図版 1 明和元年「紅花印附根牒」の記載例
(会田六郎兵衛家文書)
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す
な
わ
ち
、
こ
の
「
紅
花
印
附
根
牒
」
は
荷
主
で
あ
る
会
田
家
が
同
家
の
紅
花
売

差
配
を
務
め
る
両
西
川
家
へ
対
し
て
出
荷
数
・
各
荷
の
京
着
値
を
通
知
す
る
た
め
に

作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
帳
面
作
成
の
当
初
に
お
い
て
太
字
で
示
し
た
部
分
が
書
か

れ
た
の
は
、
こ
の
帳
面
の
本
来
の
機
能
が
「
附
根
牒
」
の
表
題
通
り
出
荷
紅
花
の
着

値
の
通
知
に
あ
っ
た
か
ら
だ
と
い
え
る
。
こ
の
通
知
を
受
け
て
、
両
西
川
家
は
京
都

紅
花
問
屋
に
売
付
け
を
依
頼
し
た
の
で
あ
り
、
ま
た
紅
花
問
屋
に
よ
る
紅
染
屋
へ
の

売
付
け
の
結
果
を
会
田
家
へ
返
信
し
た
。
会
田
家
は
こ
の
返
信
を
受
け
て
、
手
元
に

写
し
置
い
て
い
た
「
紅
花
印
附
根
牒
」
の
各
紅
花
荷
記
載
の
余
白
に
、
後
筆
で
一
駄

あ
た
り
の
相
場
・
代
金
な
ど
を
書
き
込
ん
だ
と
い
え
る
。

こ
の
一
駄
あ
た
り
の
相
場
(
「
四
弐
か
へ
」
な
ど
)
・
代
金
(
「
代
弐
拾
壱
両
」
な

ど
)
は
厳
密
に
は
い
か
な
る
意
味
の
数
値
か
。
別
に
仕
切
状
が
残
存
し
て
い
る
紅
花

荷
に
つ
い
て
、
仕
切
状
と
「
紅
花
印
附
根
牒
」
の
各
金
額
を
照
合
す
る
と
、
こ
の
代

金
と
は
「
歩
引
口
銭
引
御
手
取
現
金
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
い
や
す
な
わ
ち
、
京

都
紅
花
問
屋
が
紅
染
屋
に
売
付
け
た
仕
切
値
段
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
仕
切
値
段
か

ら
「
歩
引
口
銭
」

H
問
屋
取
得
分
を
引
い
た
残
額
、
す
な
わ
ち
会
国
家
が
実
際
に
取

得
す
る
こ
と
が
で
き
る
文
字
通
り
手
取
り
の
金
額
で
あ
る
。
同
様
に
一
駄
あ
た
り
の

相
場
(
「
四
弐
か
へ
」
な
ど
)
と
は
各
紅
花
荷
の
手
取
現
金
の
一
駄
あ
た
り
換
算
値
で

あ
る
。
会
国
家
は
「
紅
花
印
附
根
牒
」
の
各
紅
花
荷
の
京
着
値
の
脇
に
手
取
現
金
を

追
記
す
る
こ
と
で
、
同
帳
面
を
出
荷
紅
花
の
原
価
・
代
金
の
記
録
台
帳
と
し
た
こ
と

が
あ
き
ら
か
で
あ
る
。

表
5
に
、
明
和
元
年
「
紅
花
印
附
根
牒
」
か
ら
把
握
で
き
る
会
田
家
出
荷
紅
花
の

損
益
計
算
を
表
示
し
た
。
こ
の
年
に
会
田
家
は
合
計
四
三
一
駄
(
二
七
五
二
袋
)
の
紅

花
を
七
軒
の
京
都
紅
花
問
屋
宛
に
出
荷
し
た
。
う
ち
村
山
郡
で
集
荷
し
た
最
上
紅
花

は
三
二
駄
(
二

O
四
八
袋
)
、
奥
州
川
崎
町
な
ど
で
集
荷
し
た
仙
台
紅
花
は
一
一
駄

で
あ
っ
た
。
表
5
に
掲
示
し
た
各
荷
毎
に
計
算
さ
れ
た
一
駄
あ
た
り

京
着
値
が
両
西
川
家
へ
通
知
さ
れ
た
。
両
西
川
家
よ
り
売
付
け
を
依
頼
さ
れ
た
京
都

紅
花
問
屋
も
、
こ
の
京
着
値
を
ふ
ま
え
な
が
ら
紅
染
屋
に
売
付
け
交
渉
を
お
こ
な
い
、

(七
O
四
袋
)

仕
切
値
段
か
ら
問
屋
取
得
分
(
歩
引
口
銭
)
を
差
し
引
い
た
代
金
を
両
西
川
家
へ
渡

(
お
)

し
た
。
表

5
の
純
益
欄
か
ら
、
荷
毎
に
損
益
が
異
な
り
、
二
二
の
荷
は
損
失
を
出
し

て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
し
か
し
、
全
体
と
し
て
は
合
計
I
欄
に
示
し
た
よ
う
に

七
七
両
余
の
純
益
を
得
て
い
る
。
全
体
の
利
益
率
を
試
算
す
れ
ば
約
四
・
二
%
で

(U) 

あ
っ
た
。
帳
面
で
は
一
駄
あ
た
り
の
京
着
値
と
手
取
現
金
の
一
駄
あ
た
り
換
算
値
の

各
記
載
の
比
較
か
ら
、
ど
の
銘
柄
の
紅
花
荷
が
損
益
を
出
し
て
い
る
か
が
一
目
で
確

認
で
き
る
。

(
お
)

会
田
家
は
す
で
に
宝
暦
九
年
(
一
七
五
九
)
に
「
卯
紅
花
元
値
帳
」
と
題
す
る
帳

面
を
作
成
し
、
明
和
元
年
「
紅
花
印
附
根
牒
」
と
ほ
ぼ
同
様
の
機
能
を
も
た
せ
て
経

営
上
活
用
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
各
紅
花
荷
毎
に
荷
印
銘
柄
(
「
極
灸
」
な

ど
。
以
下
括
弧
内
の
例
一
不
は
い
ず
れ
も
同
荷
に
関
す
る
も
の
)
・
荷
数
(
「
十
六
入
一

駄
片
馬
」
〔
H

一
・
五
駄
〕
な
ど
)
・
一
駄
あ
た
り
京
着
値
(
朱
書
き
で
「
五
一
二
」
〔
H

五
三
両
〕
な
ど
)
・
手
取
現
金
の
一
駄
あ
た
り
換
算
値
(
「
五
十
両
か
へ
」
な
ど
)
・
手

取
現
金
(
「
七
拾
五
両
売
」
な
ど
)
が
記
載
さ
れ
、

一
目
で
各
荷
が
損
益
い
ず
れ
を
出

の
場
合
、
京
着
値
と
手

し
た
か
が
判
明
す
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
(
こ
の
「
極
灸
」

取
現
金
の
比
較
か
ら
一
駄
あ
た
り
三
両
の
損
失
)
、
集
荷
戦
略
の
基
礎
デ
l
タ
と
し

(
明
日
)

て
活
か
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
京
着
値
の
把
握
は
、
同
家
経
営
に
お
け
る
商
品
荷
の

損
益
管
理
の
前
提
を
な
し
て
い
た
。

さ
ら
に
同
帳
末
に
お
い
て
は
、
こ
の
宝
暦
九
年
に
出
荷
し
た
五
三
駄
(
西
川
久
左

衛
門
分
の
四
駄
を
含
む
)
の
荷
全
体
の
京
着
値
の
総
合
計
(
「
惣
代
金
」
)
・
手
取
現
金

の
総
合
計
(
「
売
代
金
惣
〆
」
)
を
算
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
出
荷
紅
花
を
①
最
上
紅

花
、
②
仙
台
紅
花
、
③
江
戸
廻
り
、
に
三
区
分
し
、
各
区
分
毎
に
京
着
値
の
総
合

計
・
売
代
金
の
総
合
計
を
算
出
し
、
差
引
計
算
し
て
損
益
の
金
額
を
書
き
込
ん
で
い

(
初
)

る
。
こ
の
こ
と
は
、
会
田
家
が
紅
花
の
産
地
の
区
別
(
村
山
か
仙
台
か
)
、
出
荷

ル
i
ト
の
区
別
(
北
廻
り
か
江
戸
廻
り
か
)
に
着
目
し
な
が
ら
各
損
益
計
算
を
試
み
、

経
営
管
理
に
資
す
る
デ
l
タ
を
得
ょ
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
会
国
家

が
こ
の
よ
う
な
区
分
に
よ
る
各
損
益
計
算
を
お
こ
な
っ
た
の
は
、
羽
州
・
奥
州
を
結
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ぶ
笹
谷
街
道
沿
い
の
下
宝
沢
村
に
居
住
し
国
境
を
越
え
て
手
広
く
紅
花
の
集
荷
・
出

荷
を
お
こ
な
っ
て
い
た
と
い
う
同
家
の
経
営
的
特
徴
に
も
と
づ
く
。
こ
の
よ
う
に
代

金
ー
京
着
値
の
把
握
に
よ
る
出
荷
紅
花
の
損
益
計
算
は
、
お
そ
く
と
も
宝
暦
期
以
降

の
会
田
家
経
営
に
お
い
て
通
例
の
方
法
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
集
荷
・
出
荷
の
経
営

戦
略
の
デ
l
タ
と
し
て
蓄
積
さ
れ
た
と
と
ら
え
ら
れ
る
。

つ
ぎ
に
、
明
堀
米
四
郎
兵
衛
家
に
お
け
る
出
荷
紅
花
の
損
益
管
理
に
つ
い
て
検
討

し
よ
う
。
本
稿
冒
頭
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
堀
米
家
も
出
荷
紅
花
毎
に
京
着
値
を
計

算
し
「
高
指
引
帳
」
な
ど
に
記
帳
し
て
い
た
。
表

6
は
文
政
五
年
(
一
八
二
二
)
の

同
家
の
紅
花
販
売
利
益
の
実
態
に
つ
い
て
「
高
指
引
帳
」
「
上
方
仕
切
差
引
帳
」
か
ら

把
握
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
年
に
同
家
は
約
一
九
駄
半
(
一
二
四
五
袋
余
)
の
紅
花

を
九
軒
の
上
方
紅
花
屋
(
京
都
七
軒
・
大
坂
三
軒
)
宛
に
出
荷
し
た
。
全
体
と
し
て

五
O
両
弱
の
純
益
を
あ
げ
利
益
率
は
約
七
%
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
(
代
金
が

不
明
の
番
号
9
1
1
・
2
を
除
い
た
合
計

H
)
。

出
荷
紅
花
の
う
ち
番
号
叩

1
1
3
の
明
飛
切
五
丸
だ
け
は
先
述
し
た
よ
う
に
、

上
京
し
た
支
配
人
奥
山
才
三
郎
の
交
渉
に
も
か
か
わ
ら
ず
売
付
け
が
遅
れ
た
。
翌
文

政
六
年
十
一
月
に
な
っ
て
よ
う
や
く
売
却
で
き
た
が
(
仕
切
作
成
期
欄
参
照
)
、
同

年
の
京
都
紅
花
相
場
低
落
の
煽
り
を
受
け
て
一
七
両
余
の
損
失
を
出
し
た
(
合
計

町
)
。
こ
の
荷
を
除
き
、
堀
米
家
(
支
配
人
才
コ
一
郎
)
の
当
初
の
意
図
通
り
文
政
五
年

の
う
ち
に
売
付
け
・
仕
切
作
成
と
な
っ
た
紅
花
荷
に
限
定
す
る
と
、
そ
の
純
益
合
計

と
利
益
率
は
そ
れ
ぞ
れ
六
七
両
余
、

こ
れ
ら
の
結
果
は
、
紅
花
取
引
に
投
下
し
た
資
本
を
同
期
間
利
貸
資
本
と
し
て
運

用
し
た
場
合
の
利
子
益
率
を
上
回
る
も
の
で
あ
り
、
堀
米
家
に
と
っ
て
文
政
五
年
の

紅
花
取
引
は
一
定
の
成
果
を
み
た
と
い
い
う
る
も
の
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
堀

米
家
の
場
合
も
、
各
紅
花
荷
毎
に
代
金
京
着
値
を
記
録
し
紅
花
取
引
の
損
益
把
握

を
お
こ
な
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
き
ら
か
で
あ
る
。

一
0
・
三
%
と
な
る
(
合
計

E
)
。

つ
ぎ
に
、
表
7
は
翌
文
政
六
年
の
堀
米
家
の
紅
花
販
売
利
益
の
実
態
を
示
し
た
も

の
で
あ
る
。
同
年
に
同
家
は
約
二
二
・
九
駄
(
八
八
七
袋
)
の
紅
花
を
七
軒
の
上
方
紅

花
屋
(
京
都
六
軒
・
大
坂
一
軒
)
宛
に
出
荷
し
た
。
文
政
六

1
七
年
は
京
都
町
奉
行

所
の
倹
約
令
(
文
政
六
年
四
月
絹
紬
等
華
麗
之
織
物
着
用
禁
止
令
)
に
よ
る
紅
染
の

需
要
減
や
不
景
気
な
ど
の
影
響
か
ら
京
都
紅
花
相
場
が
近
世
後
期
最
大
の
下
落
と

な
っ
た
時
期
で
あ
る
。
同
家
帳
簿
に
記
録
さ
れ
た
各
荷
の
京
着
値
・
仕
切
値
段
(
お

よ
び
手
取
現
金
)
を
も
と
に
純
益
・
利
益
率
を
計
算
す
る
と
、
全
体
と
し
て
そ
れ
ぞ

れ
マ
イ
ナ
ス
一
一
一

0
・
七
両
余
、
マ
イ
ナ
ス
二
四
・
三
%
と
な
る
(
代
金
が
不
明
の
番

号
お
・
却
を
除
い
た
合
計

E
)
。
相
場
変
動
の
激
し
い
紅
花
取
引
が
い
か
に
リ
ス
ク

の
高
い
も
の
で
あ
る
か
が
実
証
さ
れ
る
。

し
か
し
、
堀
米
家
は
上
方
紅
花
屋
か
ら
倹
約
令
な
ど
京
都
市
況
の
情
報
を
事
前
に

入
手
し
、
実
際
に
は
同
年
の
出
荷
紅
花
の
う
ち
二
四
・
三
%
に
あ
た
る
約
三
・
七
駄

(
一
二
五
袋
余
)

の
出
荷
を
、
自
分
荷
の
形
態
(
堀
米
家
が
自
分
の
荷
物
と
し
て
集

荷
・
出
荷
し
上
方
で
の
仕
切
値
段
の
高
下
に
よ
る
損
益
も
荷
主
と
し
て
引
き
受
け
る

と
い
う
通
常
の
出
荷
形
態
)
で
は
な
く
「
為
替
取
組
」

の
形
態
で
実
施
し
て
い
る
こ

を
し
た
紅
花
荷
。
以
下
、
為
替
取
組
荷

と
が
確
認
で
き
る
(
表
7
の
網
掛
け

(

明

記

)

と
い
う
)
。
堀
米
家
の
「
為
替
取
組
」
の
実
態
と
そ
の
経
営
的
意
義
の
詳
細
に
つ
い
て

(
お
)

は
別
稿
に
譲
る
が
、
「
為
替
取
組
」
を
組
む
こ
と
に
よ
り
堀
米
家
は
紅
花
市
場
変
動
の

リ
ス
ク
を
為
替
取
組
の
相
手
に
転
嫁
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
文
政
六
年
の
場
合
の
為

替
取
組
の
相
手
は
表
7
の
為
替
取
組
欄
に
あ
る
四
名
(
吉
田
村
の
浅
吉
・
才
三
郎
・

久
之
助
、
松
橋
村
沢
畑
の
宇
野
三
吉
)
で
あ
り
、
為
替
取
組
荷
の
京
着
値
と
手
取
現

金
の
差
額
損
失
は
彼
ら
が
背
負
い
、
逆
に
堀
米
家
は
貸
付
け
た
為
替
元
金
合
計
一
一

八
両
余
の
利
足
九
・
七
八
両
を
彼
ら
か
ら
取
得
し
て
い
る
(
合
計
町
。
利
子
益
率
は

八
・
二
%
余
)
。
そ
の
結
果
、
為
替
取
組
に
よ
る
利
子
益
(
合
計
町
)
と
自
分
荷
の
売

付
け
結
果
(
合
計

V
)
の
合
計
に
な
る
同
年
の
堀
米
家
の
実
際
の
損
益
計
算
は
純
益

が
マ
イ
ナ
ス
七
一
両
弱
、
利
益
率
が
マ
イ
ナ
ス
一
六
%
弱
と
な
っ
た
(
合
計
刊
)
。

な
お
大
損
の
数
値
で
あ
る
が
、
も
し
堀
米
家
、
が
仮
に
全
部
を
自
分
荷
と
し
て
出
荷
・

売
付
け
て
い
た
場
合
の
損
益
試
算
(
先
に
み
た
合
計

E
の
試
算
)
と
比
較
す
る
な
ら

ば
、
損
失
を
五

O
両
弱
も
縮
減
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
こ
の
年
の
谷
地
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(
泊
)

郷
紅
花
商
人
衆
の
一
般
的
な
一
駄
あ
た
り
の
損
失
額
と
比
較
す
る
な
ら
ば
、
同
家
の

損
失
は
一
般
の
約
四
割
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

堀
米
家
は
翌
文
政
七
年
に
は
「
為
替
取
組
」
に
よ
る
出
荷
比
率
を
六
一
・
九
%
、
文

政
二
一
年
(
一
八
二
九
)
に
は
一
O
O
%
に
高
め
、
そ
の
対
象
相
手
も
近
隣
周
辺
農

民
か
ら
遠
隔
地
の
豪
農
商
へ
と
そ
の
比
重
を
移
し
て
い
き
、
紅
花
取
引
に
お
け
る
利

益
率
の
安
定
的
確
保
を
追
求
し
て
い
く
。
同
家
は
、
京
都
紅
花
屋
か
ら
頻
繁
に
相
場

情
報
を
入
手
し
中
央
相
場
(
仕
切
値
段
を
規
定
)
と
地
相
場
(
集
荷
費
な
ど
京
着
値

を
規
定
)
の
聞
の
価
格
差
を
予
測
し
て
、
利
益
率
が
高
い
と
見
込
ま
れ
る
場
合
に
は

専
ら
自
分
荷
と
し
て
出
荷
し
、
低
い
と
見
込
ま
れ
る
場
合
な
い
し
相
場
状
況
が
不
明

な
場
合
に
は
「
為
替
取
組
」
に
よ
る
出
荷
を
多
用
す
る
と
い
う
出
荷
形
態
の
選
択
的

実
施
を
お
こ
な
い
、
市
場
変
動
の
リ
ス
ク
を
周
辺
農
民
・
他
の
豪
農
商
へ
転
嫁
す
る

(
あ
)

経
営
戦
略
を
と
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
こ
に
全
国
市
場
変
動
を
ふ
ま
え

た
豪
農
経
営
に
お
け
る
商
品
流
通
編
成
の
あ
り
様
が
指
摘
で
き
る
。

本
稿
で
強
調
し
た
い
こ
と
は
、
市
場
変
動
を
ふ
ま
え
た
出
荷
形
態
の
選
択
的
実
施

に
み
る
堀
米
家
の
損
益
管
理
の
前
提
と
し
て
、
同
家
に
よ
る
紅
花
荷
の
着
値
H
原
価

計
算
が
基
礎
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
従
来
の
羽
州
村
山
郡
の

経
済
史
研
究
で
は
、
紅
花
荷
主
の
原
価
・
損
益
計
算
の
あ
り
方
や
紅
花
取
引
の
純

益
・
利
益
率
の
実
態
に
関
す
る
具
体
的
な
検
討
が
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

会
田
家
や
堀
米
家
で
あ
き
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
紅
花
荷
主
は
損
益
計
算
を
お
こ
な

い
な
が
ら
集
荷
・
出
荷
の
方
針
を
立
て
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
、
荷
主
の
価

格
計
算
や
損
益
管
理
の
考
察
を
媒
介
と
し
な
が
ら
、
紅
花
市
場
変
動
と
個
々
の
経
営

動
向
と
の
関
係
に
つ
い
て
相
互
に
有
機
的
に
連
関
さ
せ
て
把
握
す
る
研
究
が
方
法
的

に
可
能
と
な
る
と
考
え
る
。

研
究
史
上
著
名
な
「
大
町
念
仏
講
帳
」
に
お
い
て
毎
年
の
よ
う
に
記
録
さ
れ
た
京

着
値
は
、
谷
地
郷
紅
花
荷
主
の
出
荷
紅
花
の
平
均
的
な
京
着
値
を
示
し
て
い
る
も
の

(
お
)

と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
示
し
た
よ
う
に
、
谷
地
郷
を
は
じ
め
羽
州
村
山
郡
の
多
く

の
紅
花
荷
主
が
着
値
の
原
価
計
算
法
・
表
示
を
採
用
し
て
お
り
、
郡
内
外
の
流
通
取

引
に
お
い
て
も
そ
れ
が
前
提
と
な
っ
て
い
た
。
契
約
講
は
毎
年
十
月
に
開
催
さ
れ
る

こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
そ
の
時
点
で
は
当
該
年
の
上
方
仕
切
相
場
(
京
都
相
場
)
は

未
だ
不
明
な
場
合
が
多
い
。
各
年
の
講
宿
当
番
は
平
均
的
な
京
着
値
を
講
帳
に
記
す

こ
と
で
、
そ
の
年
の
紅
花
値
段
の
記
録
と
し
後
年
の
参
考
と
し
た
の
で
あ
る
。
「
大

町
念
仏
講
帳
」
に
お
い
て
、
京
着
値
と
上
方
仕
切
相
場
が
併
記
さ
れ
る
年
も
あ
る
が
、

京
着
値
の
み
が
記
載
さ
れ
る
年
が
多
く
み
ら
れ
る
の
は
こ
う
し
た
事
情
に
よ
る
。
契

約
講
帳
の
各
年
記
事
の
通
例
と
し
て
京
着
値
が
記
載
さ
れ
た
こ
と
は
又
、
着
値
計
算

を
谷
地
郷
紅
花
荷
主
が
一
般
に
採
用
し
て
い
た
こ
と
を
雄
弁
に
物
語
る
と
い
え
よ
う
。

お
わ
り
に

以
上
、
羽
州
村
山
郡
の
商
人
や
豪
農
お
よ
び
京
都
紅
花
屋
の
経
営
帳
簿
類
の
検
討

か
ら
、
着
値
・
京
着
値
の
概
念
、
そ
の
商
品
流
通
過
程
や
経
営
管
理
に
お
け
る
機
能

な
ど
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

着
値
と
は
商
品
が
あ
る
地
点
に
到
着
す
る
ま
で
に
か
か
っ
た
総
経
費
(
集
荷
・
加

工
・
荷
造
り
・
運
賃
な
ど
諸
費
用
合
計
)
を
実
際
額
面
な
い
し
単
位
あ
た
り
原
価
で

一
不
す
も
の
で
、
流
通
過
程
の
諸
段
階
に
お
い
て
元
値
を
厳
密
に
一
不
す
概
念
で
あ
っ
た

こ
と
が
あ
き
ら
か
と
な
っ
た
。
ま
た
、
着
値
は
市
場
に
お
け
る
実
際
の
売
買
交
渉
に

お
い
て
は
荷
主
に
と
っ
て
の
損
益
ラ
イ
ン
を
一
不
す
単
位
あ
た
り
値
段
と
し
て
機
能
し

た
。
本
稿
で
あ
き
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
京
都
紅
花
市
場
取
引
で
は
①
着
値
の
ほ
か
、

②
差
値
(
荷
主
が
問
屋
に
示
し
た
売
付
け
希
望
値
段
)
、
③
仕
切
値
段
(
問
屋
に
よ
る

買
い
手
H
紅
染
屋
へ
の
売
付
け
決
定
値
段
)
、
④
手
取
現
金
(
仕
切
値
段
か
ら
歩
引

口
銭
H
問
屋
取
得
分
を
差
し
引
い
た
荷
主
の
実
収
額
)
、
の
各
種
値
段
表
示
が
用
い

ら
れ
、
個
々
の
商
品
取
引
を
実
現
さ
せ
て
い
た
。
荷
主
は
着
値
計
算
を
基
礎
に
、
そ

れ
に
一
定
の
利
潤
を
上
乗
せ
し
た
差
値
で
市
場
に
対
す
る
価
格
要
求
を
お
こ
な
い
、

仕
切
後
は
商
品
個
々
の
着
値
と
手
取
現
金
を
比
較
す
る
こ
と
で
損
益
計
算
を
実
施
し

て
い
た
。
ま
た
経
営
を
進
展
さ
せ
て
い
た
豪
農
の
場
合
、
銘
柄
別
・
産
地
別
・
出
荷
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ル
ー
ト
別
に
損
益
計
算
を
お
こ
な
い
、
さ
ら
に
は
中
央
地
方
(
産
地
)
の
相
場
変

動
を
ふ
ま
え
な
が
ら
利
益
予
測
を
お
こ
な
い
出
荷
形
態
の
選
択
を
お
こ
な
う
な
ど
の

損
益
管
理
を
展
開
し
て
い
た
こ
と
も
あ
き
ら
か
と
な
っ
た
。

着
値
に
よ
る
原
価
表
示
・
損
益
計
算
の
方
法
は
村
山
郡
荷
主
ば
か
り
で
な
く
京
都

紅
花
屋
が
荷
主
と
し
て
諸
国
紅
花
を
仕
入
れ
た
際
に
も
使
用
さ
れ
て
お
り
、
ひ
ろ
く

全
国
紅
花
荷
主
に
お
い
て
通
用
し
た
方
式
で
あ
っ
た
と
と
ら
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
羽
州
村
山
郡
の
資
力
の
あ
る
紅
花
荷
主
は
そ
の
遠
隔
地
間
取
引
に
お
い
て
、

(
幻
)

い
わ
ゆ
る
「
の
こ
ぎ
り
商
い
」
を
通
例
実
施
し
て
い
た
が
、
帰
り
荷
で
あ
る
上
方
お

よ
び
全
国
の
一
般
商
品
に
つ
い
て
も
着
値
の
原
価
計
算
・
表
示
を
採
用
し
て
い
た
こ

と
が
確
認
で
き
る
。
例
え
ば
、
表
4
で
大
石
田
着
・
酒
田
着
・
京
着
の
計
算
例
を
紹

介
し
た
山
形
城
下
十
日
町
商
人
の
村
居
家
が
大
蕨
村
稲
村
家
の
若
年
の
当
主
の
た
め

(
お
)

に
叙
述
し
た
商
業
教
訓
書
「
微
量
可
笑
記
」
(
天
保
八
年
)
に
は
、
塩
・
綿
・
櫨
・

や
ま
の
ベ

蝋
・
鉄
・
砂
糖
に
つ
い
て
山
形
な
い
し
山
辺
(
大
蕨
村
の
近
隣
町
。
稲
村
家
の
田
屋

(ぬ)

が
あ
っ
た
)
に
到
着
す
る
迄
の
総
経
費
(
仕
入
代
金
・
口
銭
・
蔵
敷
・
荷
造
り
・
運

賃
な
ど
の
諸
費
用
合
計
)
を
単
位
あ
た
り
に
換
算
し
着
値
と
す
る
原
価
計
算
法
を
詳

し
く
解
説
し
て
い
る
(
着
値
の
呼
称
は
「
着
直
」
「
着
直
段
」
「
着
一
冗
直
」
「
着
元
値
段
」

な
ど
)
。
羽
州
村
山
郡
荷
主
に
と
っ
て
着
値
計
算
は
紅
花
に
限
っ
た
も
の
で
は
な
く
、

「
の
こ
ぎ
り
商
い
」

の
往
き
荷
・
帰
り
荷
の
両
方
に
つ
い
て
ひ
ろ
く
採
用
さ
れ
て
い

た
と
と
ら
え
ら
れ
る
。

実
際
、
紅
花
と
と
も
に
往
き
荷
の
主
要
商
品
で
あ
っ
た
青
苧
の
取
引
に
お
い
て
も
、

着
値
の
原
価
計
算
法
が
採
用
さ
れ
て
い
た
。
「
大
町
念
仏
講
帳
」
に
お
け
る
青
苧
の
京

着
値
記
載
の
例
は
先
述
し
た
が
、
荷
主
帳
簿
で
の
記
載
例
を
示
そ
う
。
例
え
ば
、
索
、

が

え
河
江
町
商
人
の
⑤
中
村
七
兵
衛
家
は
江
州
に
出
荷
し
た
青
苧
各
荷
に
つ
い
て
、
産
地

あ
て
ら
ざ
わ

の
置
賜
郡
長
井
町
か
ら
村
山
郡
左
沢
迄
集
荷
し
た
際
の
原
価
は
「
左
沢
着
」
で
計

算
・
記
録
し
、
大
津
市
場
へ
到
着
さ
せ
る
迄
に
か
か
っ
た
原
価
合
計
は
「
大
津
着
」

で
計
算
・
記
録
し
、
さ
ら
に
仕
切
後
に
売
代
金
を
追
記
し
各
荷
の
損
益
が
一
目
で
わ

(
羽
)

か
る
よ
う
に
し
た
帳
面
を
作
成
し
て
い
る
。
こ
こ
に
示
さ
れ
た
流
通
諸
段
階
に
お
け

る
原
価
積
算
・
損
益
記
録
の
方
法
は
紅
花
の
そ
れ
と
全
く
同
様
で
あ
る
。

遠
隔
地
間
流
通
に
お
い
て
商
品
の
原
価
計
算
・
表
示
が
流
通
過
程
の
ど
の
段
階
の

も
の
で
あ
る
か
を
明
示
す
る
こ
と
は
実
際
の
取
引
に
お
い
て
極
め
て
重
要
な
こ
と
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
着
値
に
よ
る
流
通
諸
段
階
の
原
価
計
算
・
表
示
法
は
紅
花

に
限
ら
ず
、
他
の
多
く
の
一
般
商
品
に
も
共
通
し
て
確
認
で
き
引
r

こ
れ
を
遠
隔
地

間
取
引
に
お
け
る
近
世
荷
主
の
価
格
計
算
・
表
示
お
よ
び
損
益
記
録
の
方
法
と
し
て

一
般
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
、
商
品
・
取
引
形
態
の
違
い
や
地
域
的
な
特

性
を
ふ
ま
え
な
が
ら
各
地
の
商
業
経
営
帳
簿
分
析
に
よ
る
さ
ら
な
る
検
証
が
今
後
の

課
題
と
な
る
。

本
稿
は
前
稿
で
試
み
た
荷
主
帳
簿
論
の
続
編
に
あ
た
る
が
、
各
種
値
段
の
意
味
や

損
益
の
計
算
・
管
理
な
ど
に
関
す
る
検
討
を
お
こ
な
う
こ
と
の
問
題
関
心
に
つ
い
て
、

最
後
に
若
干
の
指
摘
を
お
こ
な
い
た
い
。

一
つ
は
、
世
直
し
状
況
論
に
お
い
て
論
点
と
さ
れ
た
豪
農
経
営
発
展
を
め
ぐ
る

「
幕
藩
制
的
市
場
関
係
の
規
定
民
」
の
実
態
的
な
吟
味
の
課
題
に
関
わ
る
。
当
時
の

豪
農
論
に
お
い
て
、
小
商
品
生
産
の
展
開
に
基
づ
く
出
荷
商
品
の
元
値
(
元
方
値

段
)
と
都
市
市
場
価
格
の
関
係
に
規
定
さ
れ
た
豪
農
の
経
営
対
応
の
検
討
が
提
起
さ

れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
実
態
分
析
が
深
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
各
地
荷
主
に

お
け
る
価
格
計
算
の
形
態
に
関
す
る
検
証
が
深
め
ら
れ
ず
、
そ
の
た
め
各
地
の
荷
主

の
元
値
把
握
の
あ
り
方
と
そ
れ
を
ふ
ま
え
た
元
値
の
変
動
実
態
に
関
す
る
考
察
や
、

元
値
都
市
市
場
価
格
の
各
変
動
を
ふ
ま
え
た
荷
主
と
し
て
の
豪
農
の
経
営
対
応
に

関
す
る
実
証
的
か
つ
内
在
的
な
研
究
が
進
展
し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
本
稿
で
指

摘
し
た
着
値
は
流
通
過
程
の
諸
段
階
に
お
い
て
元
値
を
厳
密
に
示
す
概
念
で
あ
り
、

荷
主
と
し
て
の
豪
農
の
原
価
積
算
と
価
格
要
求
の
背
景
お
よ
び
、
相
場
変
動
の
リ
ス

ク
を
周
辺
農
民
に
転
嫁
す
る
商
品
流
通
編
成
の
形
態
と
そ
の
市
場
的
背
景
を
具
体
的

に
分
析
す
る
際
の
基
礎
デ
i
タ
と
な
る
も
の
で
あ
か
)
。

一
一
つ
は
、
幕
藩
制
的
市
場
に
お
け
る
価
格
形
成
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
実
態
的
な
検
討

の
課
題
に
関
わ
る
。
近
年
、
市
場
を
構
成
す
る
社
会
集
団
や
関
係
所
有
を
め
ぐ
る
分
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析
を
方
法
と
し
て
、
近
世
的
市
場
成
立
の
意
義
を
「
適
正
」
な
価
格
形
成
に
み
る
議

論
が
出
さ
れ
て
い
都
し
か
し
、
市
場
取
引
に
お
け
る
諸
値
段
表
示
・
価
格
要
求
|

決
定
の
過
程
を
具
体
的
に
解
析
し
、
そ
こ
に
お
け
る
荷
主
を
は
じ
め
諸
主
体
・
集
団

の
対
抗
を
子
細
に
検
討
す
る
研
究
段
階
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
市
場
に
お
け
る
「
適

正
」
な
価
格
と
は
何
か
。
誰
に
と
っ
て
の
「
適
正
」
な
価
格
か
。
価
格
決
定
の
諸
要

因
と
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
市
場
に
お
け
る
値
段
付
け
自
体
を
め
ぐ
る
利
害
関
係
か
ら
内
在

的
に
検
討
し
て
い
く
課
題
が
存
在
し
て
い
る
。
市
場
取
引
の
参
加
諸
主
体
の
要
求
値

段
の
積
算
や
表
示
法
、
売
買
交
渉
の
現
場
に
お
け
る
各
種
値
段
の
相
互
関
係
と
機
能
、

値
段
付
け
を
め
ぐ
る
対
抗
決
定
過
程
と
そ
こ
に
お
け
る
諸
主
体
・
集
団
の
関
与
関

係
、
に
関
す
る
具
体
的
な
検
討
は
、
お
そ
ら
く
「
幕
藩
制
的
市
場
関
係
の
規
定
性
」

な
い
し
近
世
的
市
場
の
価
格
形
成
力
な
る
も
の
の
内
実
を
解
明
す
る
た
め
に
不
可
欠

の
課
題
と
な
ろ
う
。

本
稿
で
得
た
い
く
つ
か
の
知
見
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
解
決
の
た
め
の
実
証
的
な
前

提
で
あ
り
、

一
つ
の
方
法
的
な
視
点
で
あ
る
。

註

[商品流通と「着値Jl……岩田浩太郎

(1)

岩
田
浩
太
郎
「
堀
米
四
郎
兵
衛
家
に
お
け
る
紅
花
出
荷
の
動
向
|
『
蔦
指
引
帳
』
の
基
礎
的

考
察
」
(
『
西
村
山
地
域
史
研
究
会
十
五
周
年
記
念
論
集
西
村
山
の
歴
史
と
文
化
E
』
西
村
山

地
域
史
研
究
会
、
一
九
九
六
年
)
。

(2)

『
大
町
念
仏
講
帳
河
北
町
誌
編
纂
史
料
』
(
河
北
町
、
一
九
九
一
年
)
九
頁
、
七
五
頁
。

(3)

今
回
信
一
『
最
上
紅
花
史
料
』
(
日
本
常
民
文
化
研
究
所
、
一
九
四
二
年
)
二
八
六
頁
、
三

O

三
頁
。

(4)

『
山
形
県
史
第
二
巻
近
世
編
上
』
(
山
形
県
、
一
九
八
五
年
)
七
九
二

1
一一一頁。

(5)

今
回
信
一
『
最
上
紅
花
史
の
研
究
』
(
井
場
書
脂
、
一
九
七
二
年
)
五
一
一
頁
。
今
回
氏
は
こ
の

地
場
(
谷
地
)
調
欄
の
数
値
を
表
の
注
に
お
い
て
地
相
場
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
。

(6)

渡
辺
信
夫
「
近
世
中
・
後
期
の
米
価
動
向
に
つ
い
て
!
地
域
米
価
の
事
例
を
通
し
て
」
(
工

藤
定
雄
教
授
還
暦
記
念
会
編
『
最
上
川
流
域
の
歴
史
と
文
化
』
山
形
史
学
研
究
会
、
一
九
七
三

年
)
二
四
九

1
二
五

O
頁
。
の
ち
、
同
『
近
世
東
北
地
域
史
の
研
究
』
(
清
文
堂
、
二

O
O
二

年
)
に
所
収
。

(7)

同
右
渡
辺
論
文
・
第
5
表
の
デ
l
タ
を
「
大
町
念
仏
講
帳
」
と
照
合
し
て
い
く
と
、
京
着
値

段
の
ほ
か
、
一
部
に
「
手
取
金
」
「
上
方
売
口
(
売
付
)
」
値
段
な
ど
の
デ
l
タ
も
採
用
さ
れ
て

お
り
、
諸
値
段
記
載
の
区
別
が
充
分
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
問
題
点
が
指
摘
で
き
る
。
大
藤

修
『
近
世
農
民
と
家
・
村
・
国
家
』
(
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
六
年
)
も
「
大
町
念
仏
講
帳
」
に

記
さ
れ
て
い
る
干
花
京
着
値
段
の
意
味
を
吟
味
せ
ず
、
漠
然
と
「
京
都
で
の
相
場
」
と
し
て
い

る
(
四
四
五
頁
)
。

な
お
、
沢
田
章
『
近
世
紅
花
問
屋
の
研
究
』
(
大
学
堂
書
底
、
一
九
六
九
年
)
も
紅
花
取
引
に

お
け
る
諸
値
段
表
示
の
意
味
を
解
明
し
て
い
な
い
。

(8)

山
形
県
西
村
山
郡
河
北
町
立
中
央
図
書
館
藻
総
亭
文
庫
に
今
回
信
一
氏
が
収
集
し
た
本
木
林

兵
衛
家
文
書
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
な
お
同
家
の
紅
花
関
係
史
料
の
一
部
は
『
最
上
紅
花
史
料

I
河
北
町
誌
編
纂
史
料
』
(
河
北
町
、
一
九
九
三
年
)
に
翻
刻
さ
れ
た
。
本
木
家
は
上
方
と
の

「
の
こ
ぎ
り
商
い
」
で
成
長
し
た
紅
花
荷
主
で
あ
り
、
明
治
六
年
(
一
八
七
二
一
)
立
附
米
調
査
で

は一

O
三
三
俵
余
の
中
規
模
豪
農
の
位
置
に
あ
る
。

(9)

会
田
六
郎
兵
衛
家
文
書
(
山
形
県
山
形
市
下
宝
沢
会
田
庄
一
氏
所
蔵
)
。
現
地
調
査
に
よ
る
。

な
お
同
家
の
紅
花
関
係
文
書
の
多
く
は
『
山
形
市
史
資
料
』
第
七
六
号
(
山
形
市
、
一
九
九

O

年
)
に
翻
刻
さ
れ
た
。
会
国
家
は
、
十
八
世
紀
前
半
か
ら
紅
花
取
引
・
酒
造
・
金
融
・
地
主
の

諸
経
営
を
展
開
し
た
。
明
治
六
年
立
附
米
調
査
で
は
一
四
九
俵
余
で
あ
り
、
村
山
郡
全
体
で
は

小
規
模
豪
農
の
位
置
に
あ
る
。

(
叩
)
会
田
六
郎
兵
衛
家
文
書
。
前
掲
『
山
形
市
史
資
料
』
第
七
六
号
所
収
の
四
五
番
文
書
(
六
七

ー
六
九
頁
)
。
な
お
、
こ
の
紅
花
荷
は
会
国
家
が
沼
木
村
の
鈴
木
停
右
衛
門
と
均
等
出
資
し
て

集
荷
・
出
荷
し
た
荷
物
で
あ
り
、
同
文
書
に
は
同
荷
物
の
総
経
費
(
表
2
の
⑦
)
を
両
家
で
折

半
し
て
負
担
す
る
た
め
の
計
算
な
ど
も
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
京
着
値
の
計
算
と
は
関
係
が
な

い
の
で
表
か
ら
は
省
い
て
い
る
。

(
日
)
木
印
紅
花
の
う
ち
八
郎
右
衛
門
か
ら
買
入
れ
た
干
花
の
経
費
と
し
て
仕
入
干
花
代
金
(
表
2

の
②
)
の
み
計
上
さ
れ
て
干
花
買
口
銭
が
計
上
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
「
八
郎
右
衛
門
花
」
と
あ

る
よ
う
に
八
郎
右
衛
門
が
仲
買
集
荷
人
で
は
な
く
干
花
生
産
者
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
と
推
察
す

る。

(
ロ
)
上
方
へ
の
紅
花
出
荷
ル

1
ト
(
北
廻
り
お
よ
び
江
戸
廻
り
)
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註

(5)

今
回
著
書
、
岩
田
浩
太
郎
「
紅
花
の
道
」
(
井
ヶ
田
良
治
ほ
か
編
『
歴
史
の
道
・
再
発
見
』
第
l

巻
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
・

A
、
一
九
九
四
年
)
。

(
日
)
山
形
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
二
藤
部
兵
右
衛
門
家
文
書
。
鈴
木
藤
七
は
山
形
城
下
町
目
早
仲

聞
の
系
譜
を
引
く
紅
花
仲
買
商
人
(
サ
ン
ベ
)
で
あ
り
、
二
藤
部
家
へ
集
荷
紅
花
を
渡
す
一
方
、

二
藤
部
家
よ
り
上
方
物
資
な
ど
を
渡
さ
れ
販
売
し
差
引
決
算
す
る
形
で
二
藤
部
家
の
「
の
こ
ぎ

り
商
い
」
経
営
の
末
端
に
位
置
づ
く
存
在
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
の
二
藤
部
家
経
営
お
よ
び
鈴

木
藤
七
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
高
弘
「
大
石
田
河
岸
二
藤
部
家
の
経
営
在
方
荷
主
的
側
面
の
考

察
|
」
(
『
山
形
近
代
史
研
究
』
第
1
号
、
一
九
六
七
年
)
を
参
照
。

(M)

山
形
大
学
附
属
博
物
館
所
蔵
稲
村
七
郎
左
衛
門
家
文
書
。
村
居
清
七
は
近
江
日
野
商
人
の
系

73 



国立歴史民俗博物館研究報告

第 103集 2003年 3月

譜
を
も
っ
家
で
、
稲
村
家
の
資
金
提
供
を
受
け
な
が
ら
そ
の
仲
買
集
荷
人
あ
る
い
は
共
同
出
荷

者
と
し
て
十
八
世
紀
末
よ
り
成
長
、
幕
末
に
は
山
形
藩
御
用
達
と
な
る
城
下
町
商
人
で
あ
る
。

(
日
)
山
形
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
二
藤
部
兵
右
衛
門
家
文
書
。
年
代
不
明
。

(
日
)
山
形
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
最
上
屋
喜
八
家
文
書
。
嘉
永
四
年
「
諸
国
案
内
帳
」
。

(
げ
)
明
和
二
年
(
一
七
六
五
)
に
京
都
紅
花
問
屋
制
度
は
廃
止
さ
れ
、
従
来
の
京
都
紅
花
問
屋
は

「
問
屋
名
目
」
を
使
用
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
本
稿
で
は
彼
ら
に
つ
い
て
、

当
時
の
呼
称
の
通
り
、
明
和
二
年
以
前
に
つ
い
て
は
京
都
紅
花
問
屋
、
以
後
に
つ
い
て
は
京
都

紅
花
屋
と
し
て
い
る
。

(
凶
)
同
右
最
上
屋
文
書
。
安
政
五
年
「
高
合
帳
」
な
ど
。

(
叩
)
前
掲
註
(
凶
)
史
料
。

(
却
)
同
右
。

(
幻
)
河
北
町
立
中
央
図
書
館
所
蔵
堀
米
四
郎
兵
衛
家
文
書
。
『
最
上
紅
花
史
料

E
河
北
町
誌
編
纂

史
料
』
(
河
北
町
、
一
九
九
五
年
)
所
収
同
家
八
番
文
書
。
堀
米
家
が
支
配
人
を
通
じ
て
伊
勢
源

に
五

O
両
以
下
な
ら
ば
「
売
方
差
控
置
」
こ
と
を
指
示
し
利
潤
の
確
保
を
要
請
し
て
い
る
点
も

注
目
さ
れ
る
。
し
か
し
、
翌
文
政
六
年
に
京
都
紅
花
相
場
は
急
落
し
、
結
局
、
こ
の
紅
花
荷
は

六
年
十
一
月
に
京
着
値
を
大
き
く
下
回
る
一
駄
あ
た
り
三
二
両
の
仕
切
値
段
で
紅
染
屋
へ
販
売

さ
れ
堀
米
家
は
大
損
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
(
表
6
の
番
号
叩

1
1
3
の
各
数
値
を
参

照)。

(
忽
)
山
形
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
最
上
屋
喜
八
家
文
書
。
弘
化
三
年
・
嘉
永
四
年
「
諸
国
案
内

帳
」
に
筆
写
さ
れ
た
京
都
紅
花
屋
最
上
屋
に
対
す
る
諸
国
紅
花
荷
主
の
書
簡
。

(
お
)
今
回
弥
兵
衛
家
文
書
(
山
形
県
西
村
山
郡
河
北
町
大
字
国
井
今
回
修
氏
所
蔵
)
。
現
地
調
査

に
よ
る
。
前
掲
『
最
上
紅
花
史
料

E
河
北
町
誌
編
纂
史
料
』
に
同
家
一

O
二
三
番
文
書
と
し

て
翻
刻
。
今
回
家
の
経
営
に
つ
い
て
は
、
岩
田
浩
太
郎
「
豪
農
と
地
域
」
「
紅
花
と
商
業
取
り
引

き
」
「
全
国
商
業
と
地
域
」
(
横
山
昭
男
編
『
街
道
の
日
本
史
日
最
上
川
と
羽
州
浜
街
道
』
古
川

弘
文
館
、
二

O
O
一
年
、
六
八

1
九
一
頁
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
剖
)
会
田
六
郎
兵
衛
家
文
書
。
前
掲
『
山
形
市
史
資
料
』
第
七
六
号
所
収
の
四

O
番
文
書
(
六
一

ー
六
四
頁
)
。

(
お
)
会
田
六
郎
兵
衛
家
文
書
。
前
掲
『
山
形
市
史
資
料
』
第
七
六
号
所
収
の
四
二

1
四
四
番
文
書

(
六
六

1
六
七
頁
)
の
各
仕
切
状
。
「
御
手
取
現
金
」
の
語
は
京
都
紅
花
問
屋
(
紅
花
屋
)
が
荷

主
に
対
し
て
用
い
た
表
現
で
あ
り
、
多
く
の
仕
切
状
に
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
前
掲
『
最
上
紅

花
史
料
E
河
北
町
誌
編
纂
史
料
』
所
収
の
今
回
弥
兵
衛
家
文
書
の
各
仕
切
状
。

(
お
)
な
お
、
会
国
家
か
ら
両
西
川
家
に
対
し
て
紅
花
取
引
の
仲
介
世
話
料
が
支
払
わ
れ
た
が
、
こ

れ
は
別
途
、
上
方
商
品
買
付
代
金
支
払
い
な
ど
の
差
引
清
算
の
際
に
計
上
さ
れ
支
払
わ
れ
て
い

る
。
こ
の
分
は
「
紅
花
印
附
根
牒
」
に
お
け
る
各
荷
の
京
着
値
な
ど
原
価
計
算
に
は
付
け
込
ま

れ
て
い
な
い
。

(
訂
)
表
5
の
紅
花
荷
は
残
存
す
る
仕
切
に
よ
れ
ば
明
和
元
年
十
一
月
か
ら
翌
二
年
(
一
七
六
五
)

六
月
に
か
け
て
京
都
市
場
で
売
却
さ
れ
た
。
一
方
、
羽
州
村
山
都
紅
花
荷
主
に
よ
り
京
都
紅
花

問
屋
不
正
追
求
の
訴
願
運
動
が
継
続
的
に
展
開
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
結
果
明
和
二
年
七
月
に
京

都
紅
花
問
屋
制
度
は
廃
止
さ
れ
た
。
問
屋
廃
止
に
よ
り
紅
染
屋
の
直
買
い
な
ど
が
公
認
さ
れ
、

翌
三
年
に
か
け
て
産
地
荷
主
に
有
利
な
形
で
紅
花
相
場
は
高
騰
し
た
。
表
5
の
紅
花
取
引
の
損

益
の
状
況
お
よ
び
低
利
益
率
は
、
京
都
紅
花
問
屋
制
度
廃
止
直
前
の
そ
れ
を
一
不
す
事
例
と
し
て

興
味
深
い
。

(
お
)
会
田
六
郎
兵
衛
家
文
書
。
前
掲
『
山
形
市
史
資
料
』
第
七
六
号
所
収
の
一
五
番
文
書
(
二
四

ー
二
九
頁
)
。
但
し
、
記
載
様
式
は
明
和
元
年
「
紅
花
印
附
根
牒
」
と
異
な
る
。

(
却
)
会
国
家
の
紅
花
取
引
が
全
体
と
し
て
大
損
失
を
出
し
た
宝
暦
九
年
の
「
卯
紅
花
元
値
帳
」
に

記
載
さ
れ
た
紅
花
荷
の
銘
柄
の
う
ち
、
仙
台
紅
花
の
仙
舟
・
仙
角
・
仙
紫
は
純
益
を
出
し
た
銘

柄
と
し
て
同
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
た
が
、
明
和
元
年
も
仙
台
集
荷
の
中
心
と
さ
れ
純
益
を
あ
げ

て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
(
表
5
の
番
号
辺

1
M
)
0

(
ぬ
)
各
区
分
の
損
益
金
額
を
示
せ
ば
、
①
最
上
紅
花
三
二
駄
「
指
引
而
百
拾
両
損
」
、
②
仙
台
紅

花
拾
壱
駄
四
四
袋
「
拾
三
両
三
分
利
」
、
③
江
戸
廻
り
六
駄
四
八
袋
「
百
七
十
七
両
程
損
」
、
で

あ
る
。
宝
暦
九
年
は
仙
台
紅
花
を
除
き
大
損
と
な
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
(
「
卯
紅
花
元
値

帳」)。

(
出
)
堀
米
家
の
利
貸
活
動
に
お
け
る
通
常
利
子
率
は
一
・
二
五
%
で
あ
り
、
ま
た
貸
付
期
間
と
利

子
と
の
関
係
は
同
家
の
場
合
、
単
純
に
利
子
率
×
貸
付
月
数
で
あ
る
。
紅
花
取
引
へ
の
資
本
投

下
の
期
間
は
通
常
、
紅
花
集
荷
を
間
開
始
す
る
六

1
七
月
か
ら
仕
切
作
成
を
お
こ
な
う
十
1
十一

月
ま
で
の
約
五
ヶ
月
で
あ
る
。
複
数
月
の
利
子
の
累
積
に
よ
る
利
子
益
が
元
金
に
占
め
る
率
を

利
子
益
率
と
呼
称
す
る
な
ら
ば
、
五
ヶ
月
間
の
利
子
益
率
の
試
算
は
、

-

N
印甲小×印
H
H
⑦

N

印
渓
と

な
る
。
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
目
安
で
あ
る
。

(
沼
)
堀
米
家
帳
簿
分
析
に
よ
る
同
家
紅
花
出
荷
形
態
の
年
次
的
変
化
お
よ
び
為
替
取
組
荷
の
判
別

に
つ
い
て
は
、
前
掲
註

(l)
拙
稿
で
詳
論
し
た
。
な
お
、
自
分
荷
の
形
態
と
は
拙
稿
で

「
(a)
堀
米
家
に
よ
る
独
自
の
出
荷
」
(
一
九
二
頁
)
と
し
た
形
態
に
相
当
す
る
。

(
お
)
岩
田
浩
太
郎
「
豪
農
経
営
と
地
域
編
成
全
国
市
場
と
の
関
係
を
ふ
ま
え
て
」
(
二

O
O
一

年
度
歴
史
学
研
究
会
大
会
近
世
史
部
会
報
告
、
『
歴
史
学
研
究
』
第
七
五
五
号
、
二

O
O
一年)、

岡
「
豪
農
経
営
と
地
域
編
成
(
一
)
(
二
)
(
二
一
)
(
四
・
完
)
全
国
市
場
と
の
関
係
を
ふ
ま
え

て
」
(
『
山
形
大
学
紀
要
(
社
会
科
学
)
』
第
三
二
巻
第
二
号
、
第
三
三
巻
第
一
号
・
第
二
号
、

第
三
四
巻
第
一
号
、
二

O
O
二
i
三
年
。
と
く
に
竺
二
編
)
。

堀
米
家
の
「
為
替
取
組
」
は
い
わ
ゆ
る
荷
為
替
と
も
異
な
る
変
型
で
あ
り
、
以
下
の
過
程
を

と
る
。
周
辺
農
民
(
干
花
加
工
者
・
集
荷
人
な
ど
)
に
摘
花
期
・
集
荷
期
に
逐
次
資
金

(
H
為

替
金
と
呼
ば
れ
る
)
を
貸
与
し
干
花
を
生
産
・
集
荷
さ
せ
、
荷
造
り
は
堀
米
家
で
お
こ
な
い
、

堀
米
家
の
自
分
荷
と
と
も
に
朝
印
を
付
け
一
緒
に
出
荷
す
る
。
上
方
で
の
売
付
け
・
仕
切
作
成

も
堀
米
家
の
荷
物
と
し
て
扱
わ
れ
、
紅
花
代
金
も
京
都
紅
花
屋
か
ら
堀
米
家
宛
に
支
払
わ
れ
る
。

そ
し
て
、
堀
米
家
は
受
け
取
っ
た
紅
花
代
金
の
う
ち
か
ら
周
辺
農
民
に
貸
与
し
た
為
答
金
の
元

74 



[商品流通と「着値Jl・-・岩田浩太郎

利
を
差
し
引
い
た
残
額
を
周
辺
農
民
に
渡
す
と
い
う
過
程
を
と
る
(
為
替
金
元
利
よ
り
も
紅
花

代
金
の
方
が
少
な
け
れ
ば
、
そ
の
差
額
は
周
辺
農
民
の
堀
米
家
に
対
す
る
負
債
と
な
る

)

σ

こ

の
過
程
、
お
よ
び
そ
こ
に
お
け
る
堀
米
家
と
周
辺
農
民
と
の
経
済
関
係
か
ら
あ
き
ら
か
な
よ
う

に
、
堀
米
家
の
利
益
は
周
辺
農
民
に
対
す
る
貸
付
利
子
取
得
に
あ
り
、
京
都
で
の
仕
切
値
段
の

高
下
は
あ
く
ま
で
も
周
辺
農
民
の
利
害
に
か
か
わ
る
。

為
替
取
組
荷
に
も
か
か
わ
ら
ず
表
7
に
み
る
よ
う
に
堀
米
家
が
そ
の
京
着
値
を
把
握
し
て
い

る
の
は
、
①
通
常
の
荷
為
替
と
は
異
な
り
、
為
替
取
組
荷
の
集
荷
・
出
荷
過
程
に
同
家
が
強
力

に
関
与
し
て
い
る
こ
と
、
②
文
政
六
年
の
為
替
取
組
の
相
手
で
あ
る
周
辺
農
民
四
名
は
、
同
家

の
仲
買
集
荷
人
で
あ
る
者
た
ち
で
あ
り
、
従
来
同
様
に
経
費
報
告
を
さ
せ
て
い
た
と
思
わ
れ
る

こ
と
、
な
ど
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
表
7
よ
り
、
為
替
取
組
荷
は
い
ず
れ
も
着
値
H
原
価
が

高
い
紅
花
荷
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
堀
米
家
は
京
都
紅
花
相
場
の
低
落
を
見
込
ん
で
集

荷
コ
ス
ト
の
か
か
っ
た
紅
花
荷
に
つ
い
て
は
買
い
取
ら
ず
、
「
為
替
取
組
」
に
よ
る
出
荷
を
選
択

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
周
辺
農
民
四
名
の
う
ち
包
子
野
三
吉
を
除
く
三
名
は
堀
米
家
の

小
作
支
配
人
で
も
あ
り
、
管
轄
小
作
人
の
滞
納
小
作
料
の
弁
済
義
務
を
堀
米
家
に
対
し
て
負
う

と
同
時
に
、
一
方
で
は
日
頃
か
ら
恩
恵
的
な
貸
金
・
施
金
な
ど
贈
答
を
同
家
よ
り
受
け
る
存
在

で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
堀
米
家
と
彼
ら
と
の
社
会
関
係
が
「
為
替
取
組
」
実
施
の
一
つ
の
基
盤

と
し
て
指
摘
で
き
る
。

(
泊
)
文
政
六
年
の
出
荷
紅
花
が
大
損
失
と
な
っ
た
の
は
一
般
の
動
向
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
谷
地

郷
荒
町
村
の
契
約
講
帳
「
念
仏
契
約
講
年
代
鑑
」
に
「
未
暮
紅
花
相
場
下
直
、
商
人
衆
壱
駄
ニ

付
拾
五
両
宛
損
失
ニ
相
成
申
候
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
文
政
六
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
谷
地
郷

紅
花
商
人
衆
は
平
均
し
て
一
駄
あ
た
り
一
五
両
前
後
の
損
失
を
被
っ
た
と
さ
れ
る
(
『
河
北
町

誌
編
纂
資
料
編
第
五
十
五
輯
念
仏
契
約
講
年
代
鑑
(
其
の
他
)
』
〔
河
北
町
、
一
九
七
七
年
〕

の
文
政
七
年
の
項
)
。
表
7
か
ら
、
堀
米
家
の
損
失
額
(
合
計
四
四
の
純
益
マ
イ
ナ
ス
七
一
両
弱
)

嘉永期紅花値段調(堀米家)表 8

を
一
駄
あ
た
り
に
換
算
(
番
号
お
・
却
を
除
く
紅
花
荷
〔
為
替
取
組
荷
を
含
む
〕
の
合
計
七
七

五
袋
H
約
三
了
一
駄
で
除
算
)
す
る
と
、
約
五
・
八
六
両
と
な
る
。
谷
地
郷
の
平
均
的
な
一
駄

あ
た
り
損
失
額
と
比
較
す
る
と
、
三
九
%
弱
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

(
お
)
前
掲
註
(
お
)
拙
稿
。

(
お
)
堀
米
家
の
場
合
も
、
各
荷
毎
の
京
着
値
の
記
録
と
と
も
に
、
後
年
の
参
考
の
た
め
に
各
年
の

出
荷
紅
花
の
京
着
値
と
京
都
紅
花
相
場
を
比
較
す
る
記
録
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
表
8
に
嘉
永

期
の
事
例
を
示
し
た
。

(
幻
)
羽
州
村
山
郡
紅
花
荷
主
の
「
の
こ
ぎ
り
商
い
」
の
実
態
や
複
合
構
造
、
そ
れ
が
紅
花
生
産
者

や
地
主
・
小
作
関
係
の
再
生
産
に
と
っ
て
も
つ
意
味
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
(
ロ
)
お
よ
び

(
幻
)
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
お
)
河
北
町
立
中
央
図
書
館
藻
総
亭
文
庫
所
蔵
。
『
山
形
県
史
資
料
編
十
八
近
世
史
料
3
』
(
山

形
県
、
一
九
八
三
年
)
七

0
0
1七
一
一
一
一
頁
。
前
掲
『
最
上
紅
花
史
料

I
河
北
町
誌
編
纂
史

料
』
三
九
1
六
O
頁。

(
ぬ
)
豪
農
稲
村
家
の
小
作
支
配
人
H
山
辺
高
楯
の
田
屋
が
稲
村
家
の
「
の
こ
ぎ
り
商
い
」
の
帰
り

荷
を
周
辺
農
村
に
販
売
す
る
中
継
拠
点
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
前
掲
註
(
ロ
)
拙
稿
参
照
。

(
必
)
前
掲
『
最
上
紅
花
史
料
I
河
北
町
誌
編
纂
史
料
』
所
収
の
享
保
二
十
年
「
紅
花
青
苧
帳
」
(
八

了、，一

O
五
頁
)
。
同
帳
で
は
紅
花
に
つ
い
て
も
着
値
計
算
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

(
引
)
先
に
塩
・
綿
・
櫨
・
蝋
・
鉄
・
砂
糖
・
青
苧
に
お
け
る
用
例
を
指
摘
し
た
。
他
に
も
例
え
ば
、

江
戸
木
綿
問
屋
仲
間
に
よ
る
上
方
・
西
国
か
ら
の
仕
入
繰
綿
に
関
す
る
「
江
戸
着
元
直
段
」
の

表
現
(
大
伝
馬
町
附
仕
入
帳
。
林
玲
子
『
江
戸
問
屋
仲
間
の
研
究
』
改
装
版
〔
御
茶
の
水
書
房
、

一
九
七
八
年
〕
一
八
五
頁
)
、
江
戸
霊
岸
島
油
寄
所
に
よ
る
大
坂
・
尾
州
・
勢
州
か
ら
の
仕
入

油
に
関
す
る
「
着
値
段
」
の
表
示
(
油
寄
所
掛
御
用
留
。
津
田
秀
夫
『
新
版
封
建
経
済
政
策
の

展
開
と
市
場
構
造
』
〔
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
七
七
年
〕
二
八
九
頁
)
な
ど
、
江
戸
向
け
の
繰

綿
・
油
流
通
に
お
け
る
着
値
表
示
の
例
を
指
摘
で
き
る
。
さ
ら
に
、
荷
主
帳
簿
に
お
け
る
個
々

の
商
品
の
損
益
管
理
上
、
着
値
計
算
が
一
般
に
前
提
と
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。

(
位
)
前
掲
註

(1)
拙
稿
。

(
必
)
佐
々
木
潤
之
介
『
幕
末
社
会
論
』
(
塙
書
房
、
一
九
六
九
年
)
。

(
必
)
山
口
啓
二
・
佐
々
木
潤
之
介
『
体
系
・
日
本
歴
史

4
幕
藩
体
制
』
(
日
本
評
論
社
、
一
九
七

O
年
)
。
と
く
に
二
八

O
頁
、
二
一
二
九
頁
、
三
九
八
頁
。
都
市
市
場
価
格
と
元
方
値
段
と
の
差

を
豪
農
が
生
産
者
・
商
人
に
転
嫁
す
る
対
応
な
ど
が
注
目
さ
れ
て
い
た
が
さ
三
九
頁
)
、
具

体
的
な
実
証
研
究
が
進
展
し
な
か
っ
た
。

(
必
)
前
掲
註
(
お
)
拙
稿
は
、
京
着
値
の
意
味
を
ふ
ま
え
て
、
豪
農
経
営
に
よ
る
商
品
流
通
編
成

の
形
態
と
そ
の
市
場
的
背
景
に
つ
い
て
検
討
し
た
試
み
で
あ
る
。
参
照
さ
れ
た
い
。

(
必
)
原
直
史
「
市
場
と
仲
間
」
(
一
九
九
六
年
度
歴
史
学
研
究
会
大
会
近
世
史
部
会
報
告
、
『
歴
史

学
研
究
』
第
六
九

O
号
、
一
九
九
六
年
)
。
そ
れ
に
よ
り
荷
主
・
顧
客
も
近
世
的
市
場
に
引
き

ブラ
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付
け
ら
れ
る
結
果
と
な
っ
た
と
す
る
。
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Study of Cost and Profit-and-loss Accounting Me血odsUsed by血eConsignor in 

Long-dis臼nceDis凶butionin the Edo Period 

IWATA Koiaro 

百lispaper deals with the concept of the サsukine"price listed in the accounting books and business 

correspondence of local consignors in the Edo period as a key to studying出ecost and profit-and-loss accounting 

methods used for shipped goods by consignors engaging in long-distance trade. 

In the accounting books of the merchants and wealthy farmers of the safflower producing district of 

Murayama in Dewa province and of safflower wholesalers in Kyoto are listed various prices pertaining to the 

product they handled: safflower. These prices include the "tsukine，" "sashine，" "shikirinedan，" and“tedorigenkin. " 

In order to conduct a detailed study about仕leactual state of buying and selling goods at the market and the 

significance of fluctuations in price for the people involved in白emarketing， it is necessary to understand the 

meaning of each price and their relationship to each other. Theマsukine"refers to the cost incurred in bringing 

goods to a certain location.τne "sashine" is the price suggested for sale by the consignor to the wholesaler and 

consists of a certain profit margin added to the サsukine".The "shikirinedan" is the price at which sales from the 

wholesaler to the buyer， in仕1Iscase the safflower-dye artisans， is set. The "tedorigenkin" is the price obtained by 

subtracting the ゆubikikosen"(wholesaler's commission) from the "shikirinedan" and is the net income of the 

conslgnor. 

The consignor kept aマsukine-cho"(book of tsukine) on the product， i.e.， safflower， and recorded the tsukine 

and tedorigenkin of each product， comparlng and adding up the figures to determine his income. He also 

calculated income based on the brand and place of origin of the shipped products to determine his business 

strategy. Furthermore， studies revealed how the consignor anticipated changes in market prices in both the 

metropolis and the provinces and chose the most profitable type of shipping. 

These cost and profit-and-loss accounting methods used by the consignor were applied not only to safflower 

trading but also to trading in salt， cotton， wax-tree， and sugar. It can be assumed therefore白atthese methods 

were widely adopted by consignors as methods for cost and profit-and-loss accounting and recording profits. 
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